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第２５回 廃棄物資源循環学会研究発表会 参加案内 

２０１４年９月１５日（月・祝）～１７日（水）  広島工業大学 
 

主催：廃棄物資源循環学会 
後援：広島工業大学，広島県環境保全公社，広島県環境保全センター，広島市，広島県 
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～注意事項～ 
 

参加案内について 
 ・研究発表会専用ページからのダウンロード（PDF）のみとなりますが、研究発表会当日に，先着数百名

程度の希望者（参加者に限る）に目次集（印刷物：講演原稿は含まず）を配布します。 
Web での事前参加申込について 
 ・意見交換会，施設見学会の申し込みも含めて，以下の専用ページから行ってください。 
電子版講演原稿について 
 ・研究発表会専用ページからのダウンロード（PDF）のみとなります。CD-ROM 版は作成せず，会場での

プリントサービスも行いません。 
 ・事前参加申込者には，参加証と共に会場での無線 LAN（Wi-Fi）接続用 ID およびパスワード，電子版

講演原稿の閲覧用パスワードを郵送します。 
 ・当日申し込み者には，受付時に電子版講演原稿の閲覧用パスワードをお教えします。 
緊急連絡先等について 
 ・地震や台風などの緊急時における学会の開催等の対応については，下記研究発表会専用ページでお

知らせします。（スマートフォンでの最適表示や携帯電話の web 閲覧機能には対応していません） 
 ・会場での忘れ物にはご注意下さい。忘れ物は開催期間中は受付で掲示、事務局で一定期間保管します。 

連絡先 ： 9 月 12 日（金）まで 廃棄物資源循環学会事務局: 03-3769-5099 (15 日(月・祝) ～ 17 日(水)不在) 
  9 月 15 日（月・祝）～17 日(水) 大会本部      : 090-2318-0276 

 

 http://jsmcwm.or.jp/ （廃棄物資源循環学会ホームページ） 

  http://jsmcwm.or.jp/taikai2014/ （研究発表会専用ページ） 
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第２５回 廃棄物資源循環学会研究発表会の開催にあたって 

第 25 回廃棄物資源循環学会研究発表会 

実行委員会委員長  

広島工業大学 教授 今岡 務 
  

  

 中国・四国支部地域での開催は，2004 年の高松大会以来二度目と

なります。高松での開催では，地元に学会に縁のある方が少なく，準

備・運営に苦労しましたが，今回は奥田実行委員会幹事長（広島大

学）を始め，支部役員またそのつながりのある方など多くの実行委員

の方々にお手伝いいただき，無事年会当日を迎えることが出来そう

です。ただ，昨年の 11 月初旬の開催より，二か月近く早い 2009 年の

名古屋大会以来の９月開催となり、皆様にご迷惑をおかけします。会

場は、世界遺産の宮島が間近な広島工業大学の新講義棟（Nexus 

21）に準備いたしました。広島駅からのアクセスには若干の時間を要

しますが、研究発表会だけではなく、特別講演会や懇親会の会場も

同じ棟内に配置し、コンパクトな会場設営といたしました。 

また、見学会に関しても、本年６月に供用が開始された広島港出島地区廃棄物等埋立処分場や広島市西部水

資源再生センター下水汚泥燃料化（炭化）施設など３つのコースを設けました。出島地区廃棄物等埋立処分場は、

廃棄物の搬入ならびに台船による海面投入などをクローズド化した全国に先駆けた海面埋立処分場です。また、

広島県内市町の一般廃棄物をＲＤＦ化した燃料を利用する福山リサイクル発電(株)など福山市のびんごエコタウン

コースでは、鞆の浦の散策も楽しんでいただける予定となっています。 

特別講演は、前中央環境審議会会長の鈴木基之先生にご無理をお願いいたしました。先生は、東京大学生産

技術研究所所長、国連大学副学長および放送大学教授を歴任され、平成９年度から４年間にわたり行われた文部

科学省科学研究費特定領域研究「ゼロエミッションを目指した物質循環プロセスの構築」の研究代表をお務めにな

りました。今回は「循環型社会形成への期待」というテーマをお願いしており、先生の深い洞察力に基づかれた思

惟をお聞きできることは個人的にも楽しみであります。 

年会当日は残暑も予想されますが、ポスター会場に予定している 10 階のスカイテリアから宮島を望む眺望に秋

の近づきを感じていただけるかもしれません。さらに、宮島と同じく世界遺産である「原爆ドーム・平和祈念資料館」、

岩国市の「錦帯橋」あるいは呉市海事歴史科学館「大和ミュージアム」などにも、時間があればお立ち寄りください。

実行委員一同、この研究発表会が皆様にとって、有意義かつ一層の交流の場となるよう願いを深め、お待ちしてお

ります。 
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開 催 行 事 一 覧 
 

 

 

研

究

発

表 

一

般

セ

ッ

シ

ョ
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口頭発表 

15 日（月･祝） 10:45 ～ 15:00 

16 日（火）  9:00 ～ 14:45 

17 日（水）  9:00 ～ 12:15 

第 1 会場 (5F 501) 

第 2 会場 (5F 503) 

第 3 会場 (5F 505) 

第 4 会場 (5F 506) 

第 5 会場 (7F 701) 

第 6 会場 (7F 704) 

発表題目は一般セッシ

ョンの発表プログラム

をご参照ください 

 

ポスターの基本掲示

期間は 15 日 16:30～

16 日 16:30 です 

各ポスター発表のコア

タイムはどちらか１つ

のみです 

ポスター発表 

ポスター1 コアタイム 

 15 日（月･祝） 17:00 ～ 18:15 

ポスター2 コアタイム 

 16 日（火） 15:00 ～ 16:15 

ポスター発表会場 

  (10F 1005) 

International Hybrid 

Session  

Short Oral Presentation 

 Sep.15 (Mon) 15:15 ～ 16:45 

Poster Presentation 

 Sep.15 (Mon) 17:00 ～ 18:15 

第 6 会場 (7F 704) 

 

ポスター発表会場 

  (10F 1005) 

発表プログラムをご参

照ください 

90 秒の口頭発表とポ

スター発表の両方を行

います 

企画セッション 
15 日（月･祝） 15:15 ～ 16:45 

16 日（火） 10:45 ～ 12:15 

企画セッションの章で

会場（口頭発表会場のい

ずれか）をご確認下さい 

各研究部会の企画に

よるものです 

市民展示 
15 日（月･祝） 10:45 ～ 18:15 

16 日（火）  9:00 ～ 16:15 

展示 

 1F ロビー (受付横) 

ミニ発表会 

 1F ロビー奥 (105) 

一般公開企画 

（無料：参加登録不要）

意見交換会 16 日（火） 18:00 ～ 20:00 2F リーフガーデン 
研究発表等と同じ建物

の食堂で行います 

施設見学会 

 I  /  9：00 ～ 17：00

17 日（水） II /  8：00 ～ 18：30

 III /  9：00 ～ 16：30

【集合・解散場所】 

 広島駅新幹線口 

（II のみ、新幹線と飛行

場接続のある福山駅でも

降車可） 

道路状況などによって

は解散時間が遅れる

場合もありますので、

余裕をお持ちください 

同時 

開催 

全国環境研協議会 

 研究発表会 
16 日（火）  9:00 ～ 12:00 10F 1006 

主催者連絡先： 
群馬県衛生環境研究所 

027-232-4881  
 

（全て日時は９月、場所は講義棟（Nexus 21）） 
 

※受付は 1 階のロビー（エントランスホール）に設置します。 

※２階に食堂（15, 16 日の昼のランチ販売）、４階に売店（15, 16 日営業：ヘルシー弁当も販売）があります。 

※各フロアに自動販売機と休憩スペース（ベンダーコーナー）があり、7 階にラウンジ（飲食可）および講演原稿確認・

映写確認用教室（飲食禁止：７０３）、１０階のポスター会場に休憩コーナー（飲食可）を設けます。7 階のラウンジと

10 階のポスター会場の休憩コーナーには簡単な飲み物を用意する予定です。 
※マイ食具（モググ:マイ箸、マイボトル、マイカップ等）を持参された方のみ限定で、7 階のラウンジと 10 階のポスター

会場の休憩コーナーに冷たい飲み物も用意する予定ですので、是非、マイ食具をご持参ください＜マイ食具(モグ

グ)持参推進企画Ｉ＞。 
 

行  事 （Invent） 日 時 （Date) 会 場 （Room） 備 考 な ど 

特別講演 16 日（火） 16:30 ～ 17:30 １F デネブホール 
一般公開企画 

（無料：参加登録不要）

国際シンポジウム 

International Symposium 
15 日（月･祝） 13:30 ～ 15:00 第 6 会場 (7F 704) 使用言語: 英語 
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行 事 案 内 
  

特 別 プ ロ グ ラ ム （一般公開企画・無料） 
 

特別講演 ：  循環型社会形成への期待 

東京大学名誉教授  鈴木 基之 先生 

9 月 16 日（火）16:30 ～ 17:30  1F デネブホール 

廃棄物の3Rなど、新たな時代に対応しようと種々の努力がなされているものの、

資源循環という観点からは未だ道は遠いように見える。有限環境下で持続可能な人

間活動を営むためには、産業活動、ライフスタイルの根本的な改変が求められる

が、廃棄物資源循環学会はこのための大きな役割を果たすことが期待される。これ

まで蓄積されたであろう科学技術・学術資産を構造的に組みあげ、本来の目的とす

る「循環型社会の構築」に向けて、大きな視点で取り組んでいただくことを祈りたい。 

※鈴木先生より参考資料を頂けた場合は数日前をめどに研究発表会専用ページからダウンロード（PDF）できるように致します 

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム・International Symposium 
 

「プラスチックリサイクル」   “Plastic recycling” 

9 月 15 日（月・祝）13:30 ～ 15:00  第 6 会場 (7F 704) 

 日本の家庭ごみでは、プラスチック製容器包装のリサイクルに取り組む自治体も多く、また、最近では小型家電

製品のリサイクルにおいてプラスチックのリサイクルも課題となっています。そこで、今回の国際シンポジウムでは、

プラスチックリサイクルを取り巻く制度や技術、課題について、日本及び韓国の実態に関する情報交換を行うと同

時に、将来の展望について議論します。容器包装リサイクル法の見直しにおける多様な評価の視点も含めます。 
○ 司会    ： 京都大学 教授  酒井 伸一 氏  
  ソウル大学 教授  Jae Yong Kim 氏 （Prof. , Seoul National University） 

○ 使用言語 ： 英語 

○ プログラム： 講演 1 プラスチックの特性に適合したリサイクルの将来 
    東北大学 教授 吉岡 敏明 氏 
 Future of Plastic Recycling with Adapting to the Characteristics of Plastics 

   Tohoku University  Prof. Toshiaki Yoshioka 
 講演 2 韓国における廃プラスチックリサイクル管理の現状 
 Current status of waste plastic recycling management in Korea 
   Resource Recycling Division, Ministry of Environment  Mr. Hyein Heo 
 講演 3 容器包装を中心としたプラスチック廃棄物のリサイクルシステムの評価 
   東京大学 教授 森口祐一 氏 
 Assessment of Recycling Systems for Waste Plastics focusing on Containers and Packaging 
   The University of Tokyo Prof. Yuichi Moriguchi 
 講演 4 韓国における物質フロー解析を用いた廃プラスチックのリサイクル率 
 Determination of recycling rates of waste plastics using material flow analysis in Korea 
   Chungnam National University  Prof. Yong-Chul Jang 
 討論 
※参考資料は、９月上旬をめどに、研究発表会専用ページからダウンロード（PDF）できるように致します 
 

研究発表 （口頭発表 ・ ポスター発表 ・ International Hybrid Session） 

発表予定件数： 328 編 （口頭発表: 181 編、ポスター発表: 99 編、International Hybrid Session： 48 編） 
 

・講演原稿は、必要に応じて研究発表会専用ページからダウンロードする電子版（PDF）のみとなります。 
・International Hybrid Session は 90 秒の口頭発表終了後にポスター発表も行います。 
・ポスター発表の中から「優秀ポスター賞」、International Hybrid Session から「国際ポスター賞」が選ばれま

す。賞は 2 日目に審査結果の発表・表彰（意見交換会）を行い、「優秀ポスター賞」は後日、ホームページにポ

スターの原稿を掲載いたします。（「発表ガイドライン」の章にも関連記事あり）  
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【一般セッション 発表プログラム】 

 
A1 ごみ発生・排出抑制 / ごみフロー 1 【 15(月)10:45–12:00 第 1 会場】 座長：立命館大学 橋本 征二 
  

   A1-1 マニフェスト交付等状況報告書の多面的活用の提案と実行可能性の検討  
（公財）日本産業廃棄物処理振興センター ○谷川 昇 桜美林大学 藤倉 まなみ  

（公財） 日本産業廃棄物処理振興センター 大久保 伸  

   A1-2 実績報告を活用した産業廃棄物のフローの把握手法の提案  
（公財）日本産業廃棄物処理振興センター ○大久保 伸 （公財）日本産業廃棄物処理振興センター 谷川 昇  

   A1-3 一般廃棄物処分場の埋立物の組成評価（２）  
三菱マテリアル（株） ○矢島 達哉 福岡大学 樋口 壮太郎       

   A1-4 海外のレジ袋削減施策に見る我が国の制度設計への示唆  
特定非営利活動法人 FoE Japan ○瀬口 亮子 京都府立大学 山川 肇       

   A1-5 マイボトルの利用促進に向けたコミュニケーション手法の評価 
―トランス・セオレティカル・モデルに着目して  

 岡田 真衣 京都市ごみ減量推進会議 齋藤 友宣 京都府立大学 ○山川 肇 
 

A2 ごみ発生・排出抑制 / ごみフロー 2 【 15(月)13:30–14:45 第 1 会場】 座長：京都大学 平井 康宏 
  

   A2-1 ごみ減量行動に向けた行動変容を促進させるための効果的な普及啓発方法の検討  
京都市ごみ減量推進会議 ○齋藤 友宣 京都府立大学 山川 肇       

   A2-2 イベント展示による２Ｒの普及・啓発に関する研究  
京都府立大学  ○遠藤 晃冬 京都市ごみ減量推進会議 齋藤 友宣 京都府立大学 山川 肇       

   A2-3 有害危険性管理の観点からの使用済み電池類と小型家電の排出実態  
（独）国立環境研究所 ○寺園 淳、小口 正弘 東京都環境科学研究所 飯野 成憲 東京都環境局 茂木 敏       

   A2-4 アジアの途上国における堆肥化施設の運営成立条件の検討 
 （公財）地球環境戦略研究機関北九州アーバンセンター ○前田 利蔵       

   A2-5 食品ロス削減と貧困緩和のための余剰農産物の活用： 
フィリピン・タルラック地区を事例にしたフードバンク 東京大学 ○井出 留美 

 

A3 廃棄物行政 / 有料化・経済的手法 【15(月)13:30–15:00 第 5 会場】 座長：帝京大学 渡辺 浩平 
  

   A3-1 紙おむつ分別回収事業と高齢者等ごみ出しサポート事業の実態調査  
北九州市立大学 ○松本 亨 大木町 益田 富啓       

   A3-2 住民と自治体担当者の一般廃棄物処理施策に対する評価の相違  
（独）国立環境研究所 ○小島 英子、大迫 政浩 

   A3-3 容器包装廃棄物の店頭回収の実態と課題  
（株）ダイナックス都市環境研究所 ○北坂 容子、山本 耕平 スチール缶リサイクル協会 酒巻 弘三  

大正大学 岡山  朋子       

   A3-4 拡大生産者責任の２つの論拠と日本の政策経験からの知見  
（独）国立環境研究所 ○田崎 智宏       

   A3-5 都市ごみ焼却炉等から排出される PM2.5 による生徒・児童の喘息発症への影響  
NPO 法人ごみ問題５市連絡会 ○青木 泰 栄工場のゴミを考える会 西岡 政子       

   A3-6 ごみ有料化は自治体の財政負担をどれだけ緩和するのか？  
神戸大学 ○石村 雄一、竹内 憲司       

Poster1 A3-7 ごみ焼却施設（全連続式ストーカ方式）の維持・更新に関する実態調査  
関西大学 ○尾崎 平、盛岡 通 

 

A4 住民意識・環境教育 【16(火)13:30–14:45 第 1 会場】 座長：京都府立大学 山川 肇 
  

   A4-1 ペットボトル分別に伴う“煩わしさ”の定量的評価に関する研究  
福岡大学 ○上田 康平 東京工業大学 吉田 飛雄士 福岡大学 鈴木 慎也  

東京工業大学 高橋 史武 福岡大学 立藤 綾子、 松藤 康司       

   A4-2 環境啓発施設における地域連携拠点（ハブ）化へ向けた実践研究  
国崎クリーンセンター啓発施設、放送大学 ○鈴木 榮一       

   A4-3 小学生のごみ処理施設見学による学習効果調査 
 廃棄物対応技術検討懇話会 ○三好 裕司、増田 裕機、橋本 隆史、二澤 保紀、有村 恒、大下 和徹       

   A4-4 環境教育分野における諸課題と廃棄物資源循環分野との関わり 
 東京大学 ○森 朋子 （独）国立環境研究所 大迫 政浩       

   A4-5 ごみ処理施設を広報するインターネット動画へのリアクション 
 大阪産業大学 ○花嶋 温子 大阪工業大学 福岡 雅子       

Poster2 A4-6 大学におけるペットボトルの分別を促す透明ごみ箱の効果  
鳥取大学 伊藤 佑真、尾崎 泰介、坂本 拓海、寺田 智徳、馬場 ひかり、○森 尚子、赤尾 聡史       

Poster1 A4-7 岡山市における 3R 体験イベントを通じた普及啓発  
岡山大学 松井 康弘、○足立 裕紀       

Poster2 A4-8 ペットボトル消費者の分別廃棄行動に与えるゴミ箱デザインの効果  
東京工業大学 ○吉田 飛雄士 福岡大学 鈴木 慎也 東京工業大学 高橋 史武 

 

Poster 1:  9 月 15 日（月）17:00 - 18:15 ； Poster 2:  9 月 16 日（火）15:00 - 16:15   いずれも 10F 1005
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A5 廃棄物管理・計画 【16(火)9:00–10:30 第 2 会場】 座長：大阪工業大学 福岡 雅子 
  

   A5-1 小型家電リサイクル法の実施実効性に関するケーススタディ 
 大正大学 ○岡山 朋子 名古屋大学 神本 祐樹、市野 良一       

   A5-2 アジア新興国における循環型社会形成に向けた都市圏管理との協働に関する研究 
 （独）国立環境研究所 ○高畑 恒志、山田 正人       

   A5-3 焼却施設の更新に伴う厨芥類のバイオガス化施設導入によるエネルギー回収および 
温室効果ガス削減効果のポテンシャル推計  

京都大学 ○矢野 順也、酒井 伸一       

   A5-4 食品系・畜産系廃棄物の利用計画支援システムの構築に関する研究  
早稲田大学 ○橋本 岳、陳 正源、大村 健太、清水 康、小野田 弘士、永田 勝也       

   A5-5 GIS を用いた廃棄物系バイオマスのガス化改質施設の最適配置に関する研究  
埼玉県環境科学国際センター ○鈴木 和将 岡山大学 藤原 健史、川本 克也       

   A5-6 市街地への清掃工場立地が周辺地価に及ぼす影響範囲について  
日本大学 ○橋本 治、横内 憲久、三橋 博巳       

Poster1 A5-7 埋立処分からみた不燃ごみ処理の課題  
埼玉県環境科学国際センター ○川嵜 幹生、磯部 友護、鈴木 和将、渡辺 洋一       

Poster2 A5-8 生ごみ処理技術の比較 -有機性廃棄物の処理-  
環境生物工学研究所 原口 義信 中部大学 ○納所 圭一、行本 正雄       

 

A6 LCA・低炭素社会 【17(水)10:45–12:15 第 1 会場】 座長：和歌山大学 金子 泰純 
  

A6-1 エネルギーセンターおよび防災拠点としての清掃工場の高度化に関する検討  
早稲田大学 ○中越 達也、竹原 裕人、大村 健太、清水 康、小野田 弘士、永田 勝也       

   A6-2 温室効果ガスインベントリにおける廃棄物燃焼起源排出量の報告オプション： 
一般廃棄物の廃棄物発電へのインセンティブ  

立命館大学 ○橋本 征二、川西 博貴       

   A6-3 農村域における乾式メタン発酵・消化槽でのバイオガス回収計画の比較評価 ：兵庫県但馬地域を対象として 
大阪大学 ○藪口 京介、中久保 豊彦、東海 明宏       

   A6-4 LCA 手法による廃プラッスチック再資源化の環境負荷削減評価  
（一社）プラスチック循環利用協会 ○和泉 昭宏       

   A6-5 家庭ごみ 3R による温室効果ガス削減効果の評価指標の検討  
京都大学 ○松田 健士、平井 康宏、浅利 美鈴 パシフィックコンサルタンツ（株） 井伊 亮太  

京都大学 酒井 伸一       

   A6-6 豊島処分地における GPS 測量と LCA 評価に関する研究  
早稲田大学 ○島村恭平、宮崎航、飯塚壮平、永井祐二、小野田弘士、永田勝也 

Poster1 A6-7 清掃工場への乾式メタン発酵導入によるエネルギー回収可能量の基礎的検討－和歌山県を対象として－  
和歌山大学 ○奥田 拓也、吉田 登、金子 泰純、山本 祐吾、小川 宏樹       

Poster2 A6-8 下水処理施設・ごみ焼却施設間連携での温暖化対策に向けた都市類型の基礎的研究  
大阪大学 ○菅 洋輔、中久保 豊彦、東海 明宏       

Poster1 A6-9 西宮市を対象とした汚泥と厨芥類の嫌気性消化技術導入による CO2排出削減ポテンシャルの推計  
和歌山大学 ○中尾 彰文 元和歌山大学 吉元 剛 和歌山大学 山本 祐吾、吉田 登       

Poster2 A6-10 泉州地域の産業工場におけるエネルギー需要を考慮した下水汚泥処理の技術選択  
和歌山大学 ○山本 祐吾 元和歌山大学 芳元 恭大 和歌山大学 中尾 彰文、吉田 登 

 

A7 海外調査 【17(水)9:30–10:15 第 2 会場】 座長：日本環境衛生センター 速水 章一 
  ※同時間帯の他のセッションと開始時間が異なりますのでご注意ください。 

   A7-1 イランの一般廃棄物管理事業の近代化に向けた動向と課題  
（独）国際協力機構 ○吉田 充夫       

   A7-2 中国における蛍光灯リサイクル調査について（その２）  
JFE 環境（株） ○立福 輝生、阿部 真悟       

   A7-3 東南アジア都市への静脈産業移転戦略  
（独）国立環境研究所 ○山田 正人、石垣 智基、大迫 政浩、河井 紘輔、久保田 利恵子  

（株）エックス都市研究所 山口 直久 （株）市川環境エンジニアリング 倉澤 壮児、高野 友理  和田 英樹  

（株）サティスファクトリーインターナショナル 羽山 和行  

Poster1 A7-4 キューバ国ハバナ市で実施されたコンポストパイロットプロジェクトの検証  
（有）ラーバンデザインズ ○小川 領一 ハバナ市公共サービス局 de Las Pozas Cesar 

 

A8 ごみ文化・歴史 【16(火)9:00–10:15 第 1 会場】 座長：龍谷大学 占部 武生 
  

A8-1 ヘンリー・リーブマンと「ゆたかな社会」のごみ処理  
 ○古澤 康夫       

   A8-2 昭和 35 年ニューヨークから来日のヘンリー・リーブマンの指導の意義  
（公財）東京都環境公社 ○磯辺 咲菜 八千代エンジニヤリング（株） 石井 明男       

   A8-3 南スーダンにおける廃棄物管理改善活動及びキャパシティ・ディベロップメントの成果  
八千代エンジニヤリング（株） ○石井 明男、齋藤 正浩、松原 ひろみ、長田 顕泰  

（独法）国際協力機構 矢尾 和也 カトール区役所 モガ ガマルディン ジュバ市役所 ジョセフ ジーナ       

   A8-4 迷惑施設の立地に関する研究 2＿横浜市瀧頭塵芥焼却発電所の場合   
○溝入 茂       

   A8-5 昭和初期の伏見塵芥焼却場  
日本下水文化研究会 ○山崎 達雄       
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A9 災害廃棄物処理計画 【17(水)9:00–10:30 第 1 会場】 座長：九州大学 島岡 隆行 
  

A9-1 災害に対する脆弱性評価の基本的枠組み  
（独）国立環境研究所 ○多島 良 （独）国立環境研究所 大迫 政浩       

   A9-2 東日本大震災の災害廃棄物処理への電子マニフェストシステムの利用実績  
（公財）日本産業廃棄物処理振興センター ○藤原 博良、竹内 敏、谷川 昇       

   A9-3 災害廃棄物量推定のための空撮画像内の直線検出を利用した建造物の自動倒壊判定  
北海道大学 ○利根川 凜、飯塚 博幸、山本 雅人 北海道情報大学 古川 正志 東北大学 大内 東       

   A9-4 いわき市を中心とした災害廃棄物処理実態の把握  
早稲田大学 ○宮澤 雄太、大村 健太、小野田 弘士、永田 勝也 (株)クレハ環境 福田 弘之、村田 竜治       

   A9-5 東日本大震災の実績からみた災害廃棄物処理に対する影響要因分析  
（独）国立環境研究所 山田 正人、平山 修久、石垣 智基  

パシフィックコンサルタンツ（株） 上田 淳也、○向阪 悠佑       

   A9-6 災害廃棄物情報プラットフォームの構築と運営  
（独）国立環境研究所 ○高田 光康、平山 修久、大迫 政浩 （公財）廃棄物・３R 研究財団 森 朋子、夏目 吉行       

Poster1 A9-7 災害廃棄物の選別を高度化する操作因子の検討  
（独）山田 正人、落合 知、高田 光康 （株）建設技術研究所 古田 秀雄、○五十嵐 知宏       

Poster2 A9-8 東日本大震災の震災廃棄物処理における水銀排出インベントリー  
東京工業大学 ○髙橋 博明 延世大学 徐 容七 東京工業大学 高橋 史武       

Poster1 A9-9 海水を含んだ木質瓦礫の間接ガス化に関する研究  
松江工業高等専門学校 ○南場 耕地、本間 寛己       

Poster2 A9-10 放射能汚染飛灰の水洗除染に伴い発生する塩水の消毒剤へのリサイクルに関する研究 
 福岡大学 ○坪井 俊貴、田村 典敏 太平洋セメント（株） 野村 幸治、石田 泰之 福岡大学 樋口 壯太郎 

 

B1 家電・パソコン等のリサイクル 【15(月)10:45–12:00 第 2 会場】 座長：パナソニック(株) 西川 浩二 
  

B1-1 家電リサイクルにおける経済的インセンティブの効果と製品寿命が与える影響  
東京大学 ○増田 明之、村上 進亮       

   B1-2 基板を主とした破砕ダスト中の Cu、Pb、Pd の粒径別濃度変化  
京都大学 ○谷口 雅哉、藤森 崇、高岡 昌輝       

   B1-3 通信機器中電子基板・部品の蛍光 X 線分析‐検量線法による定量分析に関する検討 
 NTT 環境エネルギー研究所 ○松永 恵里、三輪 貴志、高橋 和枝、澤田 孝       

   B1-4 小型家電リサイクル法に基づくボックス回収等の実態  
（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所 ○飯野 成憲、辰市 祐久 東京都環境局 茂木 敏、吉田 慎太朗  

（独）国立環境研究所 寺園  淳、小口 正弘 首都大学東京 荒井 康裕       

   B1-5 使用済み家電リサイクルプラスチックのマテリアルリサイクル技術 
～リサイクルポリプロピレン樹脂の耐衝撃性改善～  

三菱電機（株） ○松尾 雄一、井関 康人 （株）グリーンサイクルシステムズ 對馬 拓哉       

Poster1 B1-6 ブラウン管および液晶中有害元素の塩化揮発挙動と溶出特性評価  
京都大学 ○吉川 達也、藤森 崇、高岡 昌輝       

Poster2 B1-7 宇部市における小型家電のボックス回収状況およびリサイクルに対する住民意識の調査  
山口大学 ○樋口 隆哉       

 

B2 自動車リサイクル 【16(火)13:30–14:30 第 2 会場】 座長：国立環境研究所 田崎 智宏 
  

B2-1 中古品貿易を考慮した廃棄物処理制度に関する政策研究の課題：自動車を事例に  
山口大学 ○阿部 新       

 B2-2 マテリアルフローから見た自動車リサイクル法の事後評価  
広島大学 ○布施 正暁       

   B2-3 自動車リユース部品の供給実態の把握とその環境負荷削減効果の定量評価  
早稲田大学 ○伴 寿俊、中嶋 崇史、黒岩 翔、小野田 弘士、永田 勝也 

   B2-4 自動車内装部材に含まれる有機リン系難燃剤の分布特性  
新潟薬科大学 ○鈴木 まゆみ、戸舘 侑孝、小瀬 知洋 （独）国立環境研究所 梶原 夏子、 鈴木 剛、滝上 英孝 

京都大学 酒井 伸一 （独）国立環境研究所 川田 邦明       
 

B3 建設廃棄物・副産物・無機性廃棄物の資源化 【 17(水)10:45–12:15 第 3 会場】 座長：産業技術総合研究所 加茂 徹 
  

B3-1 再生石膏固化材による底泥固化改良の現場実験  
香川高等専門学校 ○小竹 望、川野 浩二 鎌長製衡(株) 松下 和史       

   B3-2 岩礁性藻場生育基盤材料として使用される鉄鋼スラグの水域での影響  
宇部工業高等専門学校 ○杉本 憲司 復建調査設計(株) 高濱 繁盛 宇部工業高等専門学校 中野 陽一  

広島大学 山本 民次、土田 孝 山口大学 関根 雅彦 放送大学 岡田 光正       

   B3-3 アジア諸国の建設リサイクル制度の比較  
（株）日本能率協会総合研究所 ○松田 愛礼 （独）国立環境研究所 肴倉 宏史       

   B3-4 RO 膜閉塞物質（シリカ）除去技術の開発‐排水中シリカ除去メカニズムの検討‐  
JFE エンジニアリング（株） ○冨田 洋平、平山 敦、山本 浩、鈴木 康夫 早稲田大学 鈴木 慎哉、所 千晴       

   B3-5 溶解ダストに見出された硫化水素発生抑制作用のメカニズム解明に関する研究  
福岡大学 ○武下 俊宏、村田 真理       

   B3-6 再生骨材を使用したコンクリートの力学特性および耐久性  
（株）内山アドバンス中央技術研究所 ○渡邉 真史、三本 巌       
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Poster1 B3-7 コンクリート塊を原料とする再生砕石からのクロム溶出量  
大阪市立大学 ○水谷 聡 (独)国立環境研究所 肴倉 宏史 大阪市立大学 貫上 佳則  

都市リサイクル工学研究所 山田 優       

Poster2 B3-8 製紙工場ボイラー飛灰を利用した道路路盤材の環境影響評価に関する研究  
宮崎大学 ○鈴木 智統、関戸 知雄、土手 裕、尾上 幸造       

Poster1 B3-9 廃石こうボードの安全なリサイクルシステム構築（その２）  
うえてつ㈱ ○上野 敬恭 （公）北海道立総合研究機構 高橋 徹、飯島 俊匡、高橋 裕之  

北電総合設計㈱ 松原 高司 ㈱ドーコン 阿部 公一 ㈱環境科学開発研究所 齊藤 進  

㈱アール・アンド・イー 齋藤 富明  岸 證      

Poster2 B3-10 土壌と石炭灰の水分保持性能に関する基礎的検討  
東京工業大学 ○林 聖蕾、高橋 史武       

Poster1 B3-11 廃棄物溶融スラグ表面に誘導化リン酸処理で形成した有機アパタイト複合層の形状及び耐酸性  
東京工業大学 ○中居 直人 東京工業大学 高橋 史武       

Poster2 B3-12 不燃破砕残渣の資源化に向けた組成調査（小型家電回収による影響） 
 明星大学 ○宮脇 健太郎       

Poster1 B3-13 廃ガラス粉末 の水熱処理により得られる二酸化ケイ素主成分粉末を利用した放射冷却 Si2N2O 粒子の合成 
 島根大学 ○吉田 茂希、宮崎 英敏、神野 健太 静岡大学 鈴木 久男 名古屋工業大学 太田 敏孝       

Poster2 B3-14 廃石膏ボード粉砕処理物を用いた加熱アスファルト混合物の公道における実証実験 
 広島工業大学 ○今岡 務 大成ロテック（株） 木澤 愼一 （株）マエダ 広田 成巳 

                        

B4 プラスチックの資源化 【15(月)13:30–14:45 第 2 会場】 座長：九州工業大学 西田 治男 
 

B4-1 アミン添加熱水を利用したポリカーボネートの解重合反応 
 中央大学 ○大下 春菜、石川 由貴、川上 尚之、田口 実、船造 俊孝       

   B4-2 PET の加圧マイクロ波グリコール解重合の副反応の 解明とその抑制方法 
 崇城大学 ○池永 和敏、梅木 焦       

   B4-3 貧溶媒添加法による NaCl 含有ジオールからの塩素回収 
 東北大学 ○遠藤 秋志、ギド グラウゼ、亀田 知人、吉岡 敏明       

   B4-4 ポリエチレンテレフタレート/ポリ塩化ビニルターポリンの有機溶媒を用いた材料リサイクル 
 東北大学 ○平橋 賢、ギド グラウゼ、亀田 知人、吉岡 敏明       

   B4-5 ポリマー変換型リサイクルプロセスの開発とその応用 
 北見工業大学 ○中谷 久之、佐藤 宏彰、宮崎 健輔       

Poster1 B4-6 使用済みワーキングウエアより再生した PET 樹脂を用いた医療廃棄物用ゴミ箱への成形技術の開発 
 （株）エコログ・リサイクリング・ジャパン 迫 勝善 広島県立総合技術研究所 ○塚脇 聡、谷口 勝得 

 ㈱エコログ・リサイクリング・ジャパン 田辺 和男       
 

B5 食品廃棄物・生ごみの資源化 【16(火)10:45–12:00 第 3 会場】 座長： 国立環境研究所 河井 紘輔 
  

B5-1 生物木炭による廃糖蜜の処理  
県立広島大学 ○赤木 孝太郎、原田 浩幸 加藤豪 （株）多機能フィルター 合屋佳代 

   B5-2 食品廃棄物ゼロエミッションを目指すリサイクルシステムの提案とその評価  
慶應義塾大学 ○佐藤 みずほ、中野 冠       

   B5-3 人口減少下における家庭の生ごみ処理を通じた資源循環と農との連携  
石川県立大学 ○楠部 孝誠       

   B5-4 食料の生産から廃棄までの環境負荷の削減の効果と限界  
立命館大学 ○小幡 範雄       

   B5-5 ダイコンを用いた植物修復に対する廃糖蜜由来の暗色物質の促進効果  
群馬大学 ○秦野 賢一、金沢 一樹、山津 健司、角田 欣一、窪田 健二、若松 馨       

Poster2 B5-6 卵殻膜を用いた新しい食品添加物の提案  
米子工業高等専門学校 ○田中 美樹、大江 ひかる、谷藤 尚貴       

Poster1 B5-7 卵殻膜を活用した色素増感光電池用添加物の開発  
米子工業高等専門学校 ○大江 ひかる、安部 希綱、谷藤 尚貴       

Poster2 B5-8 卵殻膜を用いた新しい燃料電池材料の提案  
米子工業高等専門学校 ○井田 健太郎、大江 ひかる、西尾 幸祐、谷藤 尚貴       

Poster1 B5-9 生ごみを利用したでんぷんの高温 L-乳酸発酵に関する検討  
鳥取大学 ○赤尾 聡史       

Poster2 B5-10 ラマン分光法を用いたアミノ酸重合体三成分系混合溶液の定量分析法の開発  
日本大学 ○安部 允基、沼田 靖、田中 裕之       

 

B6 下水汚泥・家畜排せつ物の資源化 【17(水)9:00–10:30 第 3 会場】 座長：広島大学 奥田 哲士 
  

B6-1 下水汚泥の堆肥化乾燥における乾燥速度  
岐阜大学 ○山路 仁梨、小林 信介、板谷 義紀 オオブユニティ（株） 浜辺 久       

   B6-2 汚泥水熱処理残渣のアンモニア吸着剤としての利用  
岐阜大学 ○水野 翔太、小林 信介、板谷 義紀       

   B6-3 活性汚泥の再基質化のためのオゾンによる殺菌と可溶化  
広島大学 奥田 哲士、○橋本 くるみ、中井 智司、西嶋 渉 西日本高速道路（株） 澤井 健二、角田 直行       

   B6-4 汚泥炭の酸抽出液からの吸着法を用いたアルミニウムとリンの分離  
県立広島大学 ○上本 誠悟、原田 浩幸、寺中 遼太、赤木 孝太郎       

   B6-5 分解微生物を用いた下水汚泥資源化法の検討  
山口大学 ○藤井 克彦、佐藤 颯音       
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   B6-6 廃アルカリ利用によるリン回収施設の経費削減効果試算  
（地独）岩手県工業技術センター ○菅原 龍江、佐々木 昭仁 岩手県立産業技術短期大学校 阿部 貴志  

メタウォーター（株） 守屋 由介、初山 祥太郎       

Poster1 B6-7 イオン交換樹脂を用いた H-R 法による下水汚泥焼却灰からのリン酸回収  
日本大学 ○佐久間 隆史、遠山 岳史       

Poster2 B6-8 下水汚泥中のリン組成と硫酸を用いたリンの可溶化効果  
大阪市立大学 ○貫上 佳則、水谷 聡、太田 雅文       

Poster1 B6-9 余剰汚泥の可溶化と嫌気性消化の併用によるリン回収の効率化  
山口大学 ○杉山 隆昭、中薗 栞、今井 剛、樋口 隆哉       

Poster2 B6-10 畜産排水中からのリン、カリウムの同時回収に関する研究  
県立広島大学 ○寺中 遼太、上本 誠悟、赤木 孝太郎、原田 浩幸       

Poster1 B6-11 下水汚泥の高温高圧水処理におけるリンと窒素の挙動  
東京大学 ○水野 弘大、澤井 理、布浦 鉄兵 

Poster2 B6-12 超臨界水を用いた連続式下水汚泥ガス化プロセスの検討  
東京大学 ○福井 啓祐、澤井 理、布浦 鉄兵       

Poster1 B6-13 焼却灰からのリン酸アンモニウム回収  
四日市大学 ○高橋 正昭、武本 行正 三重中央開発（株） 大西 健       

 

B7 有機性廃棄物の資源化 【16(火)9:00–10:30 第 3 会場】 座長：国立環境研究所 落合 知 
  

B7-1 旋回式クロスフローによる O/W エマルジョンの機械的分離  
岐阜大学 ○森 崇弘、小林 信介、板谷 義紀 (株)トーエネック 加藤 勇治       

   B7-2 使用済み紙おむつの新資源化システムに関する研究 -分離洗浄水として浸出水の有効性検討-  
福岡大学 ○立石 真也、松藤 康司、立藤 綾子、柳瀬 龍二       

   B7-3 産業廃棄物を利用した安価な放射能除去と鉄資源再利用のシステム 
（株）スリー・イー ○國分 秀博、福谷泰雄 大阪大学 中島裕夫 （株）ベースウィル 久保良喜  

（株）スリー・イー 井阪尚司、浅井満来雄 

   B7-4 樹脂由来の溶媒を用いた可溶化法による FRP からのガラス繊維回収技術の開発  
千葉大学 ○伊藤 大禄、中込 秀樹 （株）中国工業 大木 優一、細川 光一  

（独）産業技術総合研究所 加茂 徹       

   B7-5 可燃ごみによるバイオガス化施設の運転について  
川崎重工業（株） ○杉原 英雄、村田 英彰、内田 博之、臼井 勝久、服部 孝一、上原 伸基       

Poster2 B7-6 グルタミン酸とグルコースによるアミノカルボニル反応の反応次数と活性化エネルギーの決定  
日本大学 ○磯部  将一、沼田 靖 田辺インターナショナル（株） 吉田  恵美子、田辺  裕康  

日本大学 田中 裕之       

Poster1 B7-7 ラマン分光法を用いたシス型脂肪酸の定量分析の開発  

日本大学 ○清水 瞭、沼田 靖、田中 裕之       

Poster2 B7-8 ラマン分光法によるオリゴ糖の重量平均分子量の算出  
日本大学 ○渡部 孝祐、沼田 靖、田中 裕之       

Poster1 B7-9 副生リグニンのカスケード的循環利用  
愛媛大学 ○山下 正純、山本 絢       

 

B8 堆肥化・飼料化 【16(火)13:30–14:45 第 3 会場】 座長：豊橋技術科学大学 大門 裕之 
  

B8-1 コンポスト化過程での切り返し操作による大腸菌 O157 濃度の変化  
東京工業大学 ○安部 道玄、Hoang Anh Hoang 、中崎 清彦  

   B8-2 堆肥化プロセスを利用した野生動物死体の減量化  
北海道大学 岩渕 和則、○湯田 知昂       

   B8-3 コンポスト材料の分解にともなう発熱と温度上昇  
山梨大学 ○井上 貴仁  金子 栄廣       

   B8-4 有機酸分解能を有する酵母を用いた高速コンポスト化  
東京工業大学 ○中崎 清彦、三本 紘士、荒谷 彰吾       

   B8-5 乳製品工場から発生する食品工業汚泥を原料とした堆肥の施用効果  
帯広畜産大学 ○宮竹 史仁、石井 睦美       

Poster2 B8-6 余剰汚泥の有機性肥料製造過程における MVOCs と微生物叢の関係  
県立広島大学 ○上川 貴也、三浦 健太、西村 和之、﨑田 省吾 日本ミクニヤ（株） 徳岡 誠人、大森 誠紀  

(独)国立環境研究所 中島 大介       
 

B9 バイオガス化・水素発酵 【15(月)10:45–12:15 第 3 会場】 座長：埼玉県環境科学国際センター 鈴木 和将 
  

B9-1 低炭素社会実現のための複合型廃棄物処理システム導入に関する調査研究  
（株）エイト日本技術開発 ○中山 伸吾、長尾 竜二、浅岡 幸基  

（独）国立環境研究所 大迫 政浩 岡山大学 川本 克也       

   B9-2 生ゴミと稲わらおよびもみ殻の高濃度混合メタン発酵  
金沢大学 ○池本 良子、西田 裕之、小野 紘 石川工業高等専門学校 高野 典礼 日本海ガス(株) 釣谷 孝  

明和工業(株) 清水 浩之 ダイヤモンドエンジニアリング(株) 岡本 稔       

   B9-3 OD 汚泥のマイクロ波照射によるメタン発酵の促進  
（株）アクトリー ○田中 孝二郎、青山 和樹、田中 努 金沢大学 小野 紘、戸苅 丈仁、池本 良子       

 
   B9-4 亜臨界水を用いた生ごみの高効率かつ安定なメタン発酵処理方法  

東洋ゴム工業（株） ○小山 昭洋、渡邉 公浩 リマテック（株） 田所 成文、吉見 勝治       
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   B9-5 防府市クリーンセンター バイオガスを用いた独立過熱器の運転報告  
川崎重工業（株） ○上原 伸基、竹田 航哉、内田 博之、臼井 勝久、服部 孝一、杉原 英雄       

   B9-6 NiO/SBA-15 触媒を用いた熱分解ガスの改質と化学変換反応特性  
岡山大学 ○魯 保旺、川本 克也       

Poster1 B9-7 ウシのルーメン液を使用した前処理がメタン発酵のセルラーゼおよびキシラナーゼ活性に及ぼす効果  
東北大学 ○馬場 保徳、多田 千、福田 康弘、中井 裕       

Poster2 B9-8 リアルタイム RT-PCR を用いたメタン発酵状態の評価  
県立広島大学 ○尾末 光、西村 和之、崎田 省吾       

 

B10 バイオマス資源 / バイオ燃料 【15(月)13:30–15:00 第 3 会場】 座長：国立環境研究所 倉持 秀敏 
  

B10-1 RDF 等廃棄物系バイオマス燃料熱利用について  
（公財）廃棄物・３Ｒ研究財団 ○渡邉 洋一       

   B10-2 加水分解を加えた熱分解法による非可食性バイオマス由来の A 重油代替燃料製造の基礎検討  
日本大学 ○川上 葵、木村 健太郎、小関 辰明、角田 雄亮、平野 勝巳       

   B10-3 第二世代バイオディーゼル燃料製造技術の開発  
（株）タクマ 佐藤 和宏、○井藤 宗親、角田 芳忠 （公財）京都高度技術研究所 中村 一夫       

   B10-4 酵母菌による木質バイオマスの分解・資化  
東京工科大学 ○海老原 芳孝、谷沙 柄里、佐藤 弘、齋木 博、下村 美文  

   B10-5 接触分解法と水素化精製技術を用いた第二世代バイオディーゼル燃料のライフサイクルアセスメント  
京都大学 ○青木 建樹、矢野 順也 京都高度技術研究所 中村 一夫 京都市 山田 一男 京都大学 酒井 伸一       

 B10-6 廃食油バイオディーゼル燃料事業における需給バランスと地域調整の課題  
弘前大学 ○泉谷 眞実 東北農業研究センター 野中 章久、金井 源太 日本大学 小野 洋       

Poster1 B10-7 新規好熱性 Schizosaccharomyces japonicus N-17 株を用いた固体培養によるバイオエタノール生産  
岐阜大学 ○高木 駿太、高見澤 一裕、中村 浩平       

Poster2 B10-8 加圧条件下でのシバの糖化発酵  
岐阜大学 ○五島 和輝、中村 浩平、高見澤 一裕       

Poster1 B10-9 都市域廃棄物からのバイオマス二段階原燃料化システム実証研究  
日立造船（株） ○西村 浩人、林 俊介、冨山 茂男、竹田 昌弘、家山 一夫 京都市 山田 一男 熊本大学 木田 建次       

Poster2 B10-10 木質バイオマスの難分解性有機物質の長期分解・資化  
東京工科大学 ○谷沙柄里、海老原芳孝、佐藤弘、長谷川みゆき、菰田直八、齋木博、下村美文 

 

C1 焼却・熱分解 1 【15(月)10:45–12:15 第 4 会場】 座長：（一社）国際環境研究協会 安田 憲二 
  

C1-1 都市ごみ焼却炉ボイラ水管の表面処理による耐久性実証試験  
東京二十三区清掃一部事務組合 ○久保 顕一 東京エコサービス（株） 中里 郁郎  

東京二十三区清掃一部事務組合 基 昭夫 JFE エンジニアリング（株） 野田 達将、木村 仁、鈴木 康夫       

   C1-2 ストーカ炉における排ガス再循環を用いた低 NOx 燃焼  
日立造船（株） ○古林 通孝、重政 祥子、佐藤 拓朗、宮本 康弘、安田 俊彦       

   C1-3 既存セメント製造設備と一般廃棄物焼却設備を融合した新型ごみ焼却システムの開発  
川崎重工業（株） ○橋元 篤志、村田 英彰、臼井 勝久、吉川 充、片畑 正       

   C1-4 東京都区部で焼却処理される可燃ごみの代表組成に基づく標準燃焼ガスの物性  
東京二十三区清掃一部事務組合 ○篠 靖夫       

   C1-5 小型アドバンストストーカ 低空気比燃焼運転の報告  
川崎重工業（株） ○谷口 暢子、村田 英彰、内田 博之、臼井 勝久、上原 伸基、杉原 英雄       

   C1-6 竪型ストーカ式焼却炉におけるごみ層の燃焼過程分析（第 1 報）  
（株）プランテック 鮫島  良二、岩村 近、中島 大輔、○桝本 貴史       

Poster1 C1-7 Ｕ字溝を用いたロケットストーブにおける吸気の最適化に関する研究  
松江工業高等専門学校 ○本間 寛己       

Poster2 C1-8 リン酸吹込みによるごみ焼却施設バグフィルター差圧低減とリンの存在形態に関する研究  
北海道大学 ○黄 仁姫、向山 和晃、松尾 孝之、松藤 敏彦 （株）タクマ 大上 雅彦、角田 芳忠       

 

C2 焼却・熱分解 2 【15(月)13:30–15:00 第 4 会場】 座長：京都大学大学院 高岡 昌輝 
  

C2-1 高硫黄含有汚泥の熱分解特性及び脱硫特性  
名古屋大学 ○坂下 基、義家 亮、植木 保昭、成瀬 一郎 メタウォーター（株） 服部 修策       

   C2-2 並行流焼却炉における低空気比高温燃焼時の耐久性の評価  
川崎重工業（株） ○長谷川 敬、村田 英彰、臼井 勝久、橋元 篤志       

   C2-3 燕・弥彦総合事務組合環境センターにおける基幹的改良工事  
（株）神鋼環境ソリューション 土井 健太郎、曲 健太郎、 ○砂田 浩志、伊藤 正       

   C2-4 気体衝撃波によるフロン 12 の分解特性に及ぼす水分の影響  
東邦大学 ○中嶋 聡、松丸 詩琳、鈴木 実       

   C2-5 EGR を適用したストーカ炉での低空気比燃焼運転による低 NOx 化  
三菱重工環境・化学エンジニアリング（株） ○澤本 嘉正、滑澤 幸司、髙橋 克博  

三菱重工業（株） 馬渡 匡之、阿部 晋太郎 千葉エコクリエイション（株） 斉藤 修吾       

   C2-6 高温空気燃焼技術を適用したストーカ式焼却炉の性能向上（第二報）  
JFE エンジニアリング（株） ○傳田 知広、中山 剛、植竹 規人、渡辺 江梨、北川 尚男 
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C3 ガス化溶融・灰溶融・溶融スラグ 【16(火)13:30–14:45 第 4 会場】 座長：(公財)日本産業廃棄物処理振興センター 谷川 昇 
  

C3-1 高温ガス化直接溶融炉における石油コークス・都市ガス使用によるコークス使用量削減  
JFE エンジニアリング（株） ○堀内 聡、奥山 契一、樋口 真司、秋山 肇、内山 武、下村 昭夫       

   C3-2 シャフト炉式ガス化溶融炉におけるバイオマスチップ利用によるコークス低減への取り組み  
日鉄住金環境プラントソリューションズ（株） ○野田 康一 新日鉄住金エンジニアリング（株） 高宮 健  

日鉄住金環境プラントソリューションズ（株） 星沢 康介 新日鉄住金エンジニアリング（株） 石田 吉浩       

   C3-3 西秋川衛生組合 掘り起こしごみ処理による最終処分場再生  
（株）神鋼環境ソリューション ○水岡 翔、黒瀬 卓治、藤田 淳、山形 成生       

   C3-4 芳賀地区エコステーション熱回収施設の稼働状況  
（株）神鋼環境ソリューション ○上古閑 久欣、岡村 宏志、西野 直、山形 成生       

   C3-5 アルカリ性地下水の炭酸ガスによる原位置中和技術の開発  
（株）大林組 ○加藤 顕、漆原 知則、日笠山 徹巳       

 

C4 発電・熱利用 【17(水)10:45–12:00 第 2 会場】 座長：日立造船株式会社 古林 通孝 
  

C4-1 廃熱ボイラの高温高圧化に向けたスーパーヒータ材料腐食評価試験  
（株）神鋼環境ソリューション ○菅藤 亮輔、谷田 克義、細田 博之、佐藤 義一 首都大学東京 吉葉 正行       

   C4-2 廃棄物発電ボイラ過熱器管材料に対するゼオライト微粉末の高温腐食抑制作用  
川崎重工業（株） ○下村 育生、森田 拓之、竹田 航哉       

   C4-3 RPF 製造工程における縮合リン酸エステル類難燃剤の加水分解挙動  
新潟薬科大学 ○田村 沙貴、戸舘 侑孝、小瀬 知洋 （独）国立環境研究所 滝上 英孝 新潟薬科大学 川田 邦明       

   C4-4 低 LCC 型高温高圧ボイラ  
川崎重工業（株） ○國政 瑛大、竹田 航哉、内田 博之、村田 英彰       

   C4-5 廃棄物発電ボイラにおける過熱器管高温腐食抑制技術の開発  
川崎重工業（株） ○竹田 航哉、下村 育生、森田 拓之、村田 英彰       

 

C5 排ガス処理・監視 / 焼却主灰・飛灰 【16(火)10:45–12:15 第 4 会場】 座長：川崎重工業株式会社 三好 裕司 
  

C5-1 新規酸性ガス処理剤の適用による焼却施設向け薬剤処理の最適化  
栗田工業（株） ○山﨑 武志、米山 健太郎、益子 光博       

   C5-2 脱硝触媒の現場再生方法の開発  
（株）タクマ 前田 典生、倉田 昌明、鈴木 賢、○美濃谷 広       

   C5-3 災害に強い清掃工場向け煙突の開発  
日立造船（株） ○増田 智成、髙鍋 浩二 太陽工業（株） 徳永 吉昭、野口 明裕  

（株）ニチゾウテック 畑中 章秀 日立造船（株） 山本 和久       

   C5-4 ごみ焼却施設におけるリン酸噴霧によるバグフィルター差圧低減に関する研究  
北海道大学 ○髙橋 滋敏、黄  仁姫、松尾 孝之、松藤  敏彦 （株）タクマ 大上 雅晴、角田 芳忠       

   C5-5 ガスエンジン排ガスを用いた焼却主灰促進エージング技術の開発  -2t/日スケールでの実証実験-  
大阪ガス(株) ○前田 洋、國松 俊佑、藤井 岳 京都大学 高岡 昌輝       

   C5-6 都市ごみ焼却飛灰中の有機塩素化合物のチオ尿素による抑制  
京都大学 ○藤森 崇、中村 まどか、塩田 憲司、高岡 昌輝       

Poster1 C5-7 アルカリ性懸濁液が CO2を吸収する速度の実測  
大阪工業大学 ○籠谷 純一、渡辺 信久 （独）国立環境研究所 肴蔵 宏史 大阪市立大学 水谷 聡       

Poster2 C5-8 塩化アンモニウムに起因する白煙防止に関する検討（第 2 報）  
大阪市立環境科学研究所 ○高倉 晃人、西谷 隆司       

Poster1 C5-9 同一飛灰粒子の湿潤-乾燥過程における表面特性変化  
東京工業大学 ○北村 洋樹 九州大学 澤田 貴矢、島岡 隆行 東京工業大学 高橋 史武       

Poster2 C5-10 都市ごみ焼却灰の炭酸化処理における物理的溶出抑制効果の検討  
県立広島大学 ○崎田 省吾、西村 和之       

Poster1 C5-11 排ガス再循環と無触媒脱硝の併用による NOx 濃度の低減  
日立造船（株） ○古林 通孝、臼谷 彰浩、佐藤 拓朗、宮本 康弘、山瀬 康平 

 

C6 熱処理における放射性物質の挙動 【16(火)9:00–10:15 第 4 会場】 座長：岡山大学 川本 克也 
  

C6-1 汚染バイオマスの燃焼における放射性 Cs の挙動と組成が与える影響  
（独）国立環境研究所 ○倉持 秀敏、野村 和孝、由井 和子、大迫 政浩       

   C6-2 加熱による耐火物からの放射性セシウムのクリーニング効果  
龍谷大学 ○水原 詞治 岡山大学 川本 克也 (独)国立環境研究所 倉持 秀敏、大迫 政浩       

   C6-3 溶融による土壌、バイオマス焼却灰、下水汚泥焼却灰からのセシウム分離実証試験  
(独)国立環境研究所 ○阿部 清一 岡山大学 川本 克也 (独)国立環境研究所 倉持 秀敏、 大迫 政浩       

   C6-4 放射性物質を処理する焼却炉周囲の空間線量率に関する研究  
岩見神経内科医院 ○岩見 億丈、齊藤 正俊、小堀内 陽 みなとや調剤薬局 笹井 康則       

   C6-5 溶融技術を用いた Cs 分離における添加薬剤の組合せに関する基礎研究  
（株）クボタ ○釜田 陽介、佐藤 淳、上林 史朗 杵築技術士事務所 阿部 清一       

Poster2 C6-6 都市ごみ焼却処理過程における放射性セシウムの挙動解析のためのマルチゾーン平衡計算の開発(2) 
溶融スラグ、溶融塩の影響の評価  

（独）国立環境研究所 ○由井 和子、野村 和孝、倉持 秀敏、大迫 政浩       

Poster1 C6-7 災害廃棄物等焼却施設での放射性セシウムの挙動とカルシウムの影響  
（独）国立環境研究所 ○倉持 秀敏 龍谷大学 水原 詞治 岡山大学 川本 克也 

 （独）国立環境研究所 福島 正明、前背戸 智晴、金松 雅俊、大迫 政浩       
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Poster2 C6-8 廃棄物焼却残渣溶融時のセシウムおよびストロンチウムの挙動に関する研究  
京都大学 ○青木 洋志、大下 和徹、福谷 哲、塩田 憲司、藤森 崇、高岡 昌輝       

Poster1 C6-9 低融点塩化物を利用した分離促進剤のセシウム除去効果  
宇部興産株式会社 ○伊藤 貴康、高橋 俊之 日立造船（株） 福士 静冶、濱 利雄、杉山 雄彦       

 

D1 最終処分場の構造・設計 / 埋立地遮水 【15(月)10:45–11:45 第 5 会場】 座長：室蘭工業大学 吉田 英樹 
  

D1-1 ベントナイト混合土層に埋設されたジオネットの引抜き摩擦特性評価 
 宇都宮大学 今泉 繁良 八千代エンジニヤリング（株） 宇佐見 貞彦  

大日本プラスチックス（株） ○日野林 譲二 （株）大林組 柴田 健司  

（株）キタイ製作所 松山 眞三 特定非営利活動法人最終処分場技術システム研究協会 加納 光       

   D1-2 局所沈下させた大型模型ベントナイト混合土層の亀裂発生評価（その２）  
宇都宮大学 今泉 繁良 八千代エンジニヤリング（株） 宇佐見 貞彦 大日本プラスチックス（株）  

日野林 譲二 （株）大林組 ○柴田 健司 日本国土開発（株） 工藤 賢悟 日本道路（株） 野々田 充       

   D1-3 局所沈下させた大型模型ベントナイト混合土層の亀裂発生に伴う遮水性評価（その２）  
宇都宮大学 今泉 繁良 八千代エンジニヤリング（株） ○宇佐見 貞彦   

特定非営利活動法人最終処分場技術システム研究協会 加納 光 西松建設（株） 今村 眞一郎       

   D1-4 廃棄物処分場埋立地内における鋼管矢板による連続遮水壁の施工事例  
東急建設（株） ○椿 雅俊、笠谷 政仁、有田 剛、重村 将 

 

D2 埋立地早期安定化・跡地利用 / 海面埋立 【16(火)9:00–10:15 第 6 会場】 座長：大阪市立大学 水谷 聡 
  

D2-1 大型埋立実験槽を用いた埋立地からの温室効果ガス発生量予測に関する研究 
－「液相分配量予測モデル」への炭酸ガスメタン比の適用－  

福岡大学 ○平田 修、原田 陵平、松藤 康司、立藤 綾子、柳瀬 龍二       

   D2-2 海面埋立最終処分場における低コスト廃棄物層早期安定化技術の研究  
（一財）徳島県環境整備公社 ○佐藤 貴志       

   D2-3 水酸化物イオンに対する海水による pH 緩衝メカニズムの考察 
 （独）国立環境研究所 ○肴倉 宏史 兵庫県 仲川 直子 中央開発（株） 前田 直也  

大阪湾広域臨海環境整備センター 角田 康輔  大阪市立大学 水谷 聡   

（独）国立環境研究所 遠藤 和人 明星大学 宮脇 健太郎       

   D2-4 循環式準好気性埋立における循環浸出水の曝気効果に関する基礎研究（その４） 
-曝気浸出水の循環に伴う属レベルの細菌群集構造の変化とその要因-  

福岡大学 ○立藤 綾子、澤村 啓美、松藤 康司       

   D2-5 産業廃棄物埋立地盤からの塩化物イオンの溶出に関する基礎研究  
ひびき灘開発（株） ○三井 清志 北九州市立大学 伊籐 洋 ひびき灘開発（株） 河内 大輔、前村 昌幸       

Poster2 D2-6 埋立工法が中間処理残渣埋立物の安定化に及ぼす影響  
北海道大学 ○東條 安匡、田村 和樹、松尾 孝之、松藤 敏彦 埼玉県環境科学国際センター 磯部 友護  

東急建設（株） 椿 雅俊 日本工業大学 小野 雄策       

Poster1 D2-7 管理型最終処分場跡地の自然エネルギー発電施設としての活用可能性  
福井県衛生環境研究センター ○田中 宏和、中村 大充、山﨑 慶子 福井資源化工(株） 大家 清紀  

（独）国立環境研究所 石垣 智基、遠藤 和人、山田 正人 早稲田大学 香村 一夫 
 

D3 埋立ガス・浸出水 【16(火)13:30–14:45 第 6 会場】 座長：北海道大学 東條 安匡 
  

D3-1 準好気性廃棄物最終処分場に設置されたガス抜き管内の温度・埋立ガス成分調査  
室蘭工業大学 ○吉田 英樹       

   D3-2 最終処分場浸出水カルシウムスケールトラブル対策技術の開発  
太平洋セメント（株） ○田村 典敏、野村 幸治、石田 泰之 福岡大学 樋口 壯太郎 福岡大学 坪井 俊貴 

   D3-3 凝集沈殿法におけるホウ素除去メカニズム解明とその工学的応用に関する検討  
仙台環境開発（株） ○高谷 敏彦 東北大学 大内 東       

   D3-4 電気分解処理による管理型最終処分場の浸出水中の窒素処理について 
ダイユウ技研土木（株） ○桧垣 光次 福岡大学 柳瀬 龍二       

   D3-5 キュポラダストによる硫化水素抑制対策に関する研究  
クボタ環境サービス（株） ○滝本 太郎、堀井 安雄 福岡大学 武下 俊宏       

Poster2 D3-6 浸出水循環による塩類蓄積が嫌気的ガス発生挙動に及ぼす影響  
(独) 国立環境研究所 ○尾形 有香、中川 美加子、石垣 智基、山田 正人       

Poster1 D3-7 浸出水循環による塩類蓄積が微生物群集構造に及ぼす影響  
（独）国立環境研究所 尾形 有香、○中川 美加子、石垣 智基、山田 正人       

Poster2 D3-8 浸出水中の残存キレート分解に関する研究  
福岡大学 ○樋口 壯太郎、内田 正信、為,田 一雄、宋 雨霖 

Poster1 D3-9 海面処分場への廃カキ殻投入による安定化促進に関する基礎的研究  
県立広島大学 ○原田 征宏、崎田 省吾、西本 潤、西村 和之       

Poster2 D3-10 一般廃棄物処分場における浸出水のアナモックス反応による脱窒素処理について（3）  
（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所  ○辰市 祐久、飯野 成憲 東京都環境局 茂木 敏  

（公財）東京都環境公社  加藤 正広       

Poster1 D3-11 グラインダーダスト及び塩化第二鉄溶液による廃石膏ボード埋立時に発生する硫化水素ガスの抑制に関する研究  
日本工業大学 ○石井 淳、東 信之介、小野 雄策       

Poster2 D3-12 焼却排ガス処理薬剤や飛灰処理キレートが埋立管理に与える影響  
福岡大学 ○宋 雨霖、内田 正信、陳 叡明、樋口 壯太郎       
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Poster1 D3-13 高濃度硫化水素を発生させる硫酸塩・有機物濃度条件の探索  
長崎大学 ○北﨑 俊平 元長崎大学 永露 剛章 長崎大学 朝倉 宏       

 

D4 最終処分場の維持管理 / モニタリング 【17(水)9:00–10:15 第 4 会場】 座長：埼玉県環境科学国際センター 磯部 友護 
  

D4-1 中間処理残さ主体埋立物の安定化遅延機構に関する生物学的な検討  
（独）国立環境研究所 ○石垣 智基 埼玉県環境科学国際センター 鈴木 和将、磯部 友護、川嵜 幹生  

（独）国立環境研究所 山田 正人 北海道大学 東條 安匡       

   D4-2 ポータブルガスモニターによる処分場ガス測定時の留意点  
（独）国立環境研究所 ○遠藤 和人、山田 正人       

   D4-3 逐次抽出法による最終処分場埋立層内における金属類の形態変化の検討 
 早稲田大学 ○高田 康平、金井 郁弥、永山 宗一郎 （独）国立環境研究所 大迫 政浩、肴倉 宏史  

早稲田大学 香村 一夫  

   D4-4 埋立地における雨水排除方法の違いによる排除効果  
福岡大学 ○柳瀬 龍二、平田 修、松藤 康司 福岡市 小山田 謙二、梶原 宏       

   D4-5 焼却残渣埋立地の細菌叢の挙動に関する研究  
瑞輝科学生物（株） ○内田 雅也、草野 輝彦 福岡大学 樋口 壯太郎、宋 雨霖、内田 正信       

Poster2 D4-6 除染廃棄物の仮置時の安定性を検証するための特殊扁平土のう積層試験  
（独）国立環境研究所 遠藤 和人、○小保方 聡 メトリー技術研究所（株） 野本 太、花屋 剛 

Poster1 D4-7 電磁探査と比抵抗探査を用いた最終処分場の構造解析  
千葉県環境研究センター ○大石 修 埼玉県環境科学国際センター 磯部 友護、川嵜 幹生  

（独）国立環境研究所 遠藤 和人       

Poster2 D4-8 管理型最終処分場の廃止基準に関する考察(8)  
埼玉県環境科学国際センター ○長森 正尚、磯部 友護       

Poster1 D4-9 電気探査 IP 法を用いた廃棄物埋立層内メタル濃集ゾーンの把握  
早稲田大学 ○横瀬 隆司、若林 恭子、小山 研也、伊藤 貴宏、田中 宏和、香村 一夫       

Poster2 D4-10 砂質土を使用した最終覆土の浸透水移動性評価  
福井県衛生環境研究センター 田中 宏和、松井 亮 福井資源化工(株） ○大家 清紀  

（独）国立環境研究所 石垣 智基、遠藤 和人、山田 正人 早稲田大学 香村 一夫 
 

D5 不法投棄 / 土壌・地下水汚染 【17(水)10:45–12:00 第 4 会場】 座長：国立環境研究所 遠藤 和人 
  

D5-1 廃棄物埋立地盤中の有効応力に伴う軟プラスチックの挙動に関する研究  
九州大学 ○川井 晴至、島岡 隆行 前田建設工業（株） 坂口 伸也 産業廃棄物処理事業振興財団 山脇 敦       

   D5-2 プラスチック等を含む廃棄物地盤の空隙測定と沈下特性等に関する一考察  
（公財）産業廃棄物処理事業振興財団 ○山脇 敦 九州大学 島岡 隆行 長崎大学 大嶺 聖  

長野県短期大学 土居 洋一 九州大学 川井 晴至       

   D5-3 篩分け堆積廃棄物の安息角試験結果を用いた斜面安定性評価の検討  
長野県短期大学 ○土居 洋一 （公財）産業廃棄物処理事業振興財団 山脇 敦  

埼玉県環境科学国際センター 川嵜 幹生 長野県短期大学 小林 優子       

   D5-4 ファンネルガラスの鉛溶出抑制に関する暴露実験（Ⅰ）  
北九州市立大学  ○山田 百合子、伊藤 洋 ㈱西日本ガラスリサイクルセンター 河村 豊  

日鉄住金環境（株） 大石 徹       

   D5-5 日本から流出する海洋浮遊ごみの種類と量  
鳥取大学 ○岡野 多門       

Poster1 D5-6 複合要因による生活環境保全上の支障に対する支障除去総合対策について 
（旧民間産業廃棄物安定型最終処分場不適正処分事案） 

 (株)建設技術研究所 ○和田 卓也 滋賀県 川端 祥浩 (株)建設技術研究所 林 正樹 滋賀県 中村 豊久 

 (株)建設技術研究所 湯浅 忠       

Poster2 D5-7 火山灰土壌と酸化マグネシウムの混合吸着材を用いた塩水の脱塩化に関する検討  
早稲田大学 ○西入 佳奈子 早稲田大学 宗田 和希 早稲田大学 野口 周平 早稲田大学 香村 一夫       

Poster1 D5-8 環境浄化資材としてのシラス土壌の利用―重金属の吸着に焦点をあてて―  
早稲田大学 ○持田 喬太 早稲田大学 鶴田 正樹 早稲田大学 香村 一夫       

Poster2 D5-9 金属カルシウムナノ粒子によるセシウム汚染土壌の分別および溶出抑制  
広島大学 ○奥田 哲士 蔚山大学 レディ エムエス 県立広島大学 崎田 省吾、三苫 好治       

 

D6 埋立地等における化学物質・放射性物質の挙動 【16(火)10:45–12:15 第 6 会場】 座長：明星大学 宮脇 健太郎 
  

D6-1 一般廃棄物焼却飛灰からの遠心脱離法によるセシウム及び重金属の同時回収に関する検討  
九州大学 ○小楠 裕也、渡邉 優香、島岡 隆行       

   D6-2 一般廃棄物焼却灰中からのセシウム溶出の pH および温度依存性  
宮崎大学 ○土手 裕、関戸 知雄、渡邊 敏基       

   D6-3 焼却主灰中難溶性セシウムの存在形態とその長期安定性に関する研究  
北海道大学 ○東條 安匡 （株）IHI 石井 美香子 北海道大学 松尾 孝之、松藤 敏彦、島岡 隆行       

   D6-4 焼却飛灰の吸湿による放射性セシウム溶出時期の算出  
北海道大学 ○市川 恒樹 （独）国立環境研究所 山田 一夫、大迫 政浩       

   D6-5 散水・通気法による焼却飛灰中放射性セシウムの高効率洗い出し技術の実証 
（株）フジタ ○久保田 洋、山田 裕己、木村 健一、野口 俊太郎       

   D6-6 好気性発酵によるホタテウロの減量化と消石灰によるカドミウムの溶出低減  
ホクレン農業総合研究所 ○新発田 修治 北海道枝幸町役場 高瀬 孝弘、阿部 勝義、高橋 宗介 

 ㈱ばんけいリサイクルセンター 鳥本 繁之 ホクレン農業総合研究所 木谷 祐也、小松 伸彦、松田 從三       
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Poster1 D6-7 不飽和流れカラム溶出試験後の塩類のカラム内分布  
（独）国立環境研究所 ○佐藤 昌宏、遠藤 和人、山田 正人、石垣 智基  金 喜鍾       

Poster2 D6-8 陽イオンと有機物が焼却灰中のセシウム溶出に与える影響  
宮崎大学 ○諸岡 龍、土手 裕、関戸 知雄       

Poster1 D6-9 埋立てを想定した都市ごみ焼却飛灰溶出液中 Cs の黒ボク土への吸着  
明治大学 ○岩鼻 雄基、小池 裕也、中村 利廣       

Poster2 D6-10 非平衡吸着を考慮したゼオライトシートの吸着性能の評価  
（独）国立環境研究所 ○遠藤 和人、皆瀬 慎 立命館大学 石森洋行  

（株）ボルクレイ・ジャパン 浦部 朋子       

Poster1 D6-11 間欠散水法における焼却灰中の塩類および重金属の溶出挙動  
（株）フジタ ○繁泉 恒河、久保田 洋、山田 裕己、野口 俊太郎       

Poster2 D6-12 既存の最終処分場に設置したヤードにおける焼却灰のエージング  
復建調査設計（株） ○中島 和希 鳥取中部ふるさと広域連合 上田 智幸  

復建調査設計（株） 縄田 大輔、井上 陽仁       

Poster1 D6-14 廃棄物埋立層に賦存する主要メタルと安定 Cs の挙動  
早稲田大学 ○永山 宗一郎、金井 郁弥、高田 康平 (独)国立環境研究所 肴倉 宏史、遠藤 和人、大迫 政浩  

早稲田大学 香村 一夫       

Poster2 D6-15 エージングによる一般廃棄物焼却灰の無害化（その２） ライシメータ試験による検証  
鳥取県衛生環境研究所 ○成岡 朋弘、門木 秀幸 鳥取中部ふるさと広域連合 上田 智幸 

 

E1 廃石綿 【16(火)9:00–10:15 第 5 会場】 座長：埼玉県環境科学国際センター 川嵜 幹生 
  

E1-1 建設業からみたアスベスト廃棄物処理の課題  PCB 無害化処理との比較  
飛島建設（株） ○内田 季延       

   E1-2 アスベスト溶融処理システム構築のための集光加熱時発生ガス処理技術開発  
ペンギンシステム（株） ○高梨 宏一 NEC ファシリティーズ（株） 今村 邦仁  

（独）産業技術総合研究所 池田 伸一 NEC ライティング（株） 真野 泰広  

（独）産業技術総合研究所 徳本 圓 ペンギンシステム（株） 仁衡 琢磨       

   E1-3 走査型電子顕微鏡（SEM）による建材中の石綿の定量分析  
愛媛大学 ○貴田 晶子 （独）国立環境研究所 山本 貴士       

   E1-4 災害廃棄物中石綿含有物の迅速判定方法の検討  
（独）国立環境研究所 ○山本 貴士 （株）環境管理センター 豊口 敏之 愛媛大学 貴田 晶子       

   E1-5 飛灰処理残渣液を用いる重金属不溶化とアスベスト分解に関する研究  
佐賀大学 ○田端 正明 (株)環境アネトス 庄野 章文       

Poster1 E1-6 アスベスト含有建材断面に観察される繊維束の面積  
埼玉県環境科学国際センター ○渡辺 洋一、川嵜 幹生、磯部 友護、鈴木 和将 長崎大学 朝倉 宏       

Poster2 E1-7 道路砕石や建築物中に含まれる石綿が環境中に与える影響について（その 1）  
日本工業大学 ○中島 知樹、阿部 大樹、小野 雄策       

 

E2  PCB・ダイオキシン類・その他有害廃棄物 【17(水)9:00–10:15 第 5 会場】 座長：東京工業大学 高橋 史武 
  

E2-1 水熱法に基づいたデカブロモジフェニルエーテル(DBDE)の脱臭素化法の開発  
中央大学 ○池田 大輔、田口 実、船造 俊孝       

   E2-2 飛灰の放射能濃度低減等を目的とした造粒固化洗浄技術に関する研究（その２）  
（株）大林組 ○小竹 茂夫、日笠山 徹巳、三浦 俊彦、高田 尚哉       

   E2-3 大気 PCB の発生源に関する検討  
京都大学 ○橋本 匠平、平井 康宏、酒井 伸一       

   E2-4 乾電池の購入・使用・廃棄に関する日本・英国・台湾の意識比較  
京都大学 ○浅利 美鈴  酒井 伸一       

   E2-5 多機能盛土 R 型による放射性物質含有ごみ焼却飛灰の隔離・保管技術について  
旭化成ジオテック（株） ○安藤 彰宣 北九州市立大学 伊藤 洋 日鉄住金環境（株） 大石 徹  

草野産業（株） 上野 崇 NPO 法人環境技術支援ネットワーク 加藤 隆也       

Poster1 E2-6 ぶどうジュース粕吸着剤による Cr の吸着に関する研究  

県立広島大学 ○後藤 祐希、赤木 孝太郎、高橋 由布、原田 浩幸       

Poster2 E2-7 広島県内における在宅医療廃棄物および医薬品廃棄に関する調査  
広島国際大学 ○杉原 数美 県立広島大学 西村 和之 広島国際大学 田山 剛崇、前田 志津子       

Poster1 E2-8 アジアにおける余剰水銀量の将来推計  
京都大学 ○高岡 昌輝、濱口 大輔、周 穎君、哈 布爾、藤森 崇       

Poster2 E2-9 土壌中 PCB の乾式鉄粉加熱分解法に関する研究  
県立広島大学 ○三苫 好治、掛田 光則       

Poster1 E2-10 廃石膏の硫化水素発生条件における亜鉛族酸化物の挙動に関する研究  
福岡大学 ○武下 俊宏、村田 真理 

 

E3 試験・検査法 / リスク管理・評価 【16(火)13:30–14:45 第 5 会場】 座長：長崎大学 朝倉 宏 
  

E3-1 焼却残渣の炭酸化を解析するための CO2気液界面輸送の定式化と定量方法について  
大阪工業大学 ○渡辺 信久、籠谷 純一 （独）国立環境研究所  肴倉 宏史 大阪市立大学 水谷 聡       

   E3-2 金属スクラップの品目組成調査と有害特性分析のためのサンプリング方法の試行  
（独）国立環境研究所 ○小口 正弘、寺園 淳、長谷川 亮       

   E3-3 感圧紙の PCB 測定方法の評価  
（株）クレハ環境 大岡 幸裕、○小倉 伸夫       
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   E3-4 東日本大震災アスベスト現地迅速判別報告その４  
（株）環境科学開発研究所 ○齊藤 進 (公）北海道立総合研究機構 高橋 徹、飯島 俊匡、高橋 裕之  

北電総合設計（株） 松原 高司 （株）ドーコン 阿部 公一 うえてつ（株） 上野 敬恭 

 （株）アールアンドイー 齊藤 富明  岸  證      

   E3-5 アスベスト含有建材の表面に露出する繊維束の偏りの調査  
長崎大学 ○朝倉 宏 埼玉県環境科学国際センター 鈴木 和将、川嵜 幹生、渡辺 洋一       

Poster2 E3-6 埋立地での水銀保管の環境リスク評価モデルのパラメータ評価（その２）  
東京工業大学 ○高橋 史武、小桧山 早帆       

Poster1 E3-7 「廃棄物等の放射能調査・測定マニュアル」の改訂について  
（独）国立環境研究所 ○山本 貴士、長谷川 亮 (一財)日本環境衛生センター 鹿島 勇治 

 いであ（株） 鈴木 幹夫 エヌエス環境（株） 横田 大樹 （株）環境管理センター 吉田 幸弘  

（株）島津テクノリサーチ 上東 浩 中外テクノス（株） 前原 裕治  

（株）日立パワーソリューションズ 木名瀬 敦 愛媛大学 貴田 晶子  
 
 

【International Hybrid Session Program（国 際 ハイブリッドセッションプログラム）】 
                      
KS: Korea Society of Waste Management 

    
  

FA 3R / Waste management  

KS  FA-1 A Comparative LCA Study of Current and Future Management Scenarios of Food Waste  
in Daejeon Metropolitan City in Korea 

 Chungnam National University  Padeyanda Yashoda Somanna, ○Jang Yong-Chul, Ko Youngjae   
Daejeon City Corporation  Jeong Goo Hwang       

KS  FA-2 Anaerobic Batch Multiple Degradation Rates of Dairy Cow Manure  
Chungnam National University ○Kang Ho, Jung Ji-Hyun, Kim Sun-Woo, Ahn Hee-Kwon  

National Institute of Animal Science Jung Kwang-Hwa       

KS  FA-3 Application of Bio-degradable Materials for Construction Site  
Korea Institute of Construction Technology ○Kim Byoungil, Lee Mun-Hwan, Lee Sea-Hyun,  

Dongseo University Kim Kyu-Hyun 
  FA-4 Behavior of trace metals derived from slags with humic acid to marine algae  

Kanazawa University ○Ogino Masashi, Okada Mio, Takemura Masashi  
Nippon Steel & Sumitomo Metal Co. Kosugi Chika, Kato Toshiaki  

Kanazawa University Maki Teruya, Hasegawa Hiroshi       

  FA-5 Categorization of substances contained in End- of- Life electrical and electronic equipment in China  
Kyoto University ○Habuer  The University of Tokyo Nakatani Jun, Moriguchi Yuichi       

  FA-7 Decontamination of Heavy-Metal-Laden Waste Foundry Sand using Chelant-Assisted Washing Treatment  
Kanazawa University ○Sawai Hikaru, Fujita Mayuko, Wakabayashi Tomoya, Tsukagoshi Yoshinori, Maki Teruya  

Osaka City University Mizutani Satoshi Kanazawa University Hasegawa Hiroshi       

  FA-8 Definitions of municipal solid waste and waste generation revisited  
National Institute for Environmental Studies ○Kawai Kosuke, Tasaki Tomohiro       

KS  FA-9 Effect of thermal pre-treatment on sewage sludge 
 Yonsei University ○Park Munsik, Kim Namgyu, Lee Sunkyung, Seo Jihye, Park Donghee       

KS  FA-10 Effects of air-flow rate on bio-drying of organic residues from MBT facility  
University of Seoul ○Ham Geun-Yong, Park Jae-Ram, Kim Won-Kyu, Lee Hyun-Hwa, Bae Sung-Jin, Lee Dong-Hoon       

KS  FA-11 Estimation of Waste-to-Energy Recovery and Greenhouse Gas Emission Reduction Potentials of MSW  
at Resource Recycling Town in Daejeon Metropolitan City in Korea  

Chungnam National University ○Hwang Yeonjung Daejeon Development Institute  Yi Sora  
Chungnam National University Lee Seunghun, Jang Yong-Chul       

  FA-12 Flood-resilient Solid Waste Management in Vulnerable Asian Cities  
National Institute for Environmental Studies ○Ishigaki Tomonori, Kawai Kosuke, Kubota Rieko  

Hue University Lieu Pham Khac King Mongkut's University of Technology Thonburi Wangyao Komsilp  
National Institute for Environmental Studies Yamada Masato  

King Mongkut's University of Technology Thonburi Towprayoon Sirintornthep Kasetsart University Chiemchaisri Chart       
  FA-13 Future Vehicle Population Modeling in Malaysia  

Osaka University ○Azmi Muhammad, Tokai Akihiro       

  FA-14 Generation and Characteristics of commercial solid waste in Phnom Penh City, Cambodia  
Okayama University ○Yim Mongtoeun, Fujiwara Takeshi  Royal University of Phnom Penh Sour Sethy       

  FA-15 Heavy metal transport through geosynthetic clay liners in waste containment facilities for excavated rocks  
National Institute for Environmental Studies ○Naka Angelica, Sakanakura Hirofumi  

Kyoto University Katsumi Takeshi, Flores Giancarlo       

KS  FA-16 Material Flow Analysis (MFA) of Used and End-of-life TVs and Computer monitors in Informal Sectors in Korea  
Chungnam National University ○Ko Youngjae, Lee Seunguk, Jang Yong-Chul  

National Institute of Environment Research (South Korea) Kim Woo-Il, Shin Sun-Kyoung       

  FA-17 Microbial community change during acclimation stage of methane fermentation treating glycerol  
Tokyo Institute of Technology ○Vasquez Juan Esteban, Nakasaki Kiyohiko       

  FA-18 Study of Household Waste Management in Bandung, Indonesia  
Okayama University ○Safitri Mifta Ardianti, Fujiwara Takeshi  

Institute of Technolgy Bandung Chaerul Mochamad, Damanhuri Enri       

KS  FA-19 The assessment of energy potential with bulky waste in Seoul metropolitan  
University of Seoul ○Moon Hee-Sung, Kim Joon Ha, Lee Hoon Sang, Kim Shin Do, Lee Jai-Young       

Short oral presentation : September 15, Monday 15:15 - 16:45  @704 -7F 
Poster presentation    : September 15, Monday  17:00 - 18:15 @1005 -10F 
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KS  FA-20 Trace Elemental Analysis of Plastic Wastes using Instrumental Neutron Activation Analysis  
Chungnam National University ○Jeong Jin-Hee, Lee Jin-Hong Korea Basic Science Institute Park Chan-Soo  

Korea Atomic Energy Research Institute Kim Sun-Ha       

KS  FA-21 Utilization of Waste Wood by Source to Renewable Energy in Daejeon, Korea  
Chungnam National University ○Kim Yeong-Min, Hyun Jae-Hyuk , Seo Seung-Deok, Lee Ki-Seok       

  FA-22 Waste Characterization and Recycling Potential from A Traditional Market in Hue city, Vietnam  
Okayama University ○Do Trang Thi Thu, Matsui Yasuhiro, Nguyen Thanh Phuc       

 

FB Recycling  

KS  FB-1 Characteristics of thermal conductivity for adiabatic brick   
Kangwon National University ○Ko Ah Ram, Son Hae Jun, Lee Woo Keun       

KS  FB-2 Characteristics of thermal conductivity for adiabatic brick made from converter slag  
Kangwon National University ○Ko Ah Ram, Son Hae Jun, Lee Woo Keun       

KS  FB-3 Determination of actual recycling rate of used lubricating oils using material flow analysis  
Chungnam National University ○Lee Seunghun, Jang Yong-Chul, Kim Geonguk  

National Institute of Environment Research (South Korea) Jeong Mi-Jeong, Kim Woo-Il, Shin Sun-Kyoung       

KS  FB-4 Experimental Study on Ash Reduction in Cashew Nut Sell Liquid 
 Yonsei University ○Kwon Jun Hwa, Choi Hang Seok, Park Hoon Chae, Hwang Jae Gyu       

KS  FB-6 Magnesium Recovery from Mine Residues Using H2SO4  
Kangwon National University ○Son Hae-Jun, Lee Woo-Keun       

KS  FB-7 Recovery of precious metal(gold) by biosorbent manufactured from fermentation biowaste  
Yonsei University ○Kim Namgyu, Park Munsik, Seo Jihye, Lee Sunkyung, Park Donghee       

KS  FB-8 Risk Assessment on Chemicals for Recycled Products in Korea  
NIER, Korea ○Kim Wooil, Kang Y.Y., Um N.I. NICS, Korea Kim M.S. NIER, Korea Shin S.K., Oh G.J.       

KS  FB-9 Strength Properties of Extrusion panel Using Low Energy Curing Admixture(LA) based on Ground Granulated  
Blast-Furnace Slag and Electric Arc Furnace Slag   

Korea Institute of Construction Technology ○Kim HaSeog, Baek Dae-Hyun, Lee Sea-Hyun       

  FB-10 The setting of ecodesign standards to promote improved waste recycling  
IIIEE at Lund University, Sweden ○Dalhammar Carl Johan 

 

FC Thermal treatment  

       

KS  FC-1 A Study on Optimum Condition and Gaseous Pollutant Characteristics for Gasification of High-Calorific Waste  
Yonsei University ○Park Se-Won, Seo Yong-Chil, Lee Jang-Soo,  Yoo Heung-Min, Yang Won-Seok, Park Jun-Kyung 

KS  FC-2 A Study on Thermal & Leaching Characteristics of Mercury Containing Sludge  
Yonsei University ○Jeong Bup-Mook, Jang Ha-Na, Back Seung-Ki, Sung Jin-Ho, Seo Yong-Chil       

KS  FC-3 Comparison of incineration heat recovery efficiency by conditions change of facility  
Chungnam National University ○Lee Ki-Seok, Hyun Jae-Hyuk, Seo Seung-Deok, Kim Yeong-Min       

KS  FC-4 Enhanced humification of soil organic matter by microwave irradiation and hyperthermal catalysts  
Konkuk University ○Kim Baekhoon, Son Seung Kyun, Lim Heejun, Kim Han S.       

KS  FC-5 Hydrothermal Carbonization (HTC) of Dry Leaves 
 The University of Seoul ○Saqib Najam Ul  The University of Seoul Lee Jai-Young       

KS  FC-6 Numerical modeling of waste gasified fuel combustion with LNG  
Chungnam National University ○Lee Yongguk, Kim Yongju, Shin Misoo, Jang Dongsoon       

KS  FC-7 Oxy-fuel Combustion of Sewage Sludge using a Circulating Fluidized Bed  
Yonsei University ○Sung Jin-Ho, Seo Yong-Chil, Jang Ha-Na, Back Seung-Ki, Jung Bup-Mook       

KS  FC-8 Study on the Combustion Characteristics of Dual-fuel LNG and Waste Gasification Fuel Chungnam  
National University ○Lee Yongguk, Kim Yongju, Shin Misoo, Jang Dongsoon       

KS  FC-9 The Characteristics of the Bio-char with the food waste by hydrothermal carbonization  
The University of Seoul ○Jo Woo Ri, Oh Minah, Kim Jong Bin, Moon Hee-Sung  

Kofirst R&D center, KF E&E co.Ltd Park Seong-Kyu, Lee Jai-Young       
KS  FC-10 Torrefaction of woody biomass  

Yonsei University ○Yoo HoSeong, Choi HangSeok, Park HoonChae, Hwang JaeGyu 
 

FD Treatment Technology and Landfill  

FD-1 Adaptability of Mechanical Biological Treatment in Tropical Asia: A case study in Thailand  
National Institute for Environmental Studies ○Ochiai Satoru, Ishigaki Tomonori  

King Mongkut's University of Technology Wangyao Komsilp National Institute for Environmental Studies Yamada Masato       

KS  FD-2 Sequential soil flushing for co-contaminated soils: Pilot-scale test  
Konkuk University ○Kim Gillan, Yoon Sung Mi, Kang Christina S., Kim Han S.       

KS  FD-3 Utilization of Leachate and Desulfurized Sludge generated From the Preprocess of Landfill Gas  
Chungnam National University ○Seo Seung-Deok, Hyun Jae-Hyuk, Lee Ki-Seok, Kim Young-Min 

 

FE Hazardous waste  

  FE-1 Effect of Recycling Carbon Fiber Products on Cells in vitro  
Gifu University ○Weny Zuwirna, Hitoshi Iwahashi，Hiroshi Moritomi 

KS  FE-2 Immobilization of Heavy Metals in Hazardous ASR Combustion Residue by Novel Nanometallic Ca/CaO Based  
Composite Materials  

University of Ulsan ○Mallampati Srinivasa Reddy, Lee Chi-Hyeon, Lee Byeong-Kyu   
Hiroshima University Okuda Tetsuji, Prefectural Uniersity of Hiroshima Mitoma Yoshiharu 

KS  FE-3 Production of Hydrophilic Plastic Surfaces with Ozone/Flame/Microwave Treatment: Separation of  
PVC/BFRs Plastics in ASR by froth flotation 

 University of Ulsan ○Lee Chi-Hyeon, Reddy Mallampati Srinivasa, Lee Byeong-Kyu       
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企 画 セ ッ シ ョ ン 

 学会設立 20 周年を機に、これまで「研究部会小集会」として親しまれてきた各研究部会による報告会を、

セッション G“企画セッション”へ名称を改め、さらには、実行委員会をはじめとする各委員会や、若手の

会からの企画を盛り込むこととしました。これにより、研究発表会参加者へ広く参加いただき、研究発表

会さらには本学会を通じての研究活動、社会活動が活発になされることをねらいとしています。 

G1 中国における都市廃棄物の適正管理と循環利用の促進 

－JICA プロジェクトの報告から課題，政策提案，日中協力の可能性を考える― 

9 月 15 日（月） 第 1 会場 15:15 ～ 16:45 （物質フロー研究部会） 

JICA 対中援助「都市廃棄物循環利用推進プロジェクト（2010―2015）」は、中国で深刻化している都市

廃棄物の循環利用の促進のための国家政策の提案を主目的としている。本企画セッションでは、プロジ

ェクトの中で取り上げたいくつかの課題に焦点を当て、それぞれ中心的に関わってきた研究者からの報

告を行い、中国社会が直面する都市廃棄物問題を検証し、問題解決に向けての課題を論じることとする。 

中国の都市廃棄物問題への挑戦に当たっては、経済社会の発展・近代化が進む一方で、内在する経

済格差、社会風土、慣習に起因する伝統的なごみの商取引、ゴミ質の特殊性、人々の行動様式等、複

雑に絡んだ諸要素、また更に特有の行政・社会構造とも向き合わなければならない。このため、問題解

決に、日本の経験・技術等の単純な移転では全く不十分である。しかしながら、山積状態の中国の都市

廃棄物の問題は、看過できない重要課題であり、隣国日本として、その解決に向けてどのような形で協

力を進めていくことが適切であるか、本学会及び学会員としても本格的に考えていく必要がある。 
 

プログラム（敬称略） 

1．中国における都市廃棄物の循環利用の推進上の課題 （上智大学 柳下正治） 

2．中国における廃タイヤの適正管理と循環利用推進政策 （鳥取環境大学 松村治夫） 

3．中国における食品廃棄物の処理・資源化の課題と展望 （金沢大学  鈴木克徳） 

4．中国における包装廃棄物の循環利用推進に関する課題：EPR 政策導入に向けて （神戸大学  石

川雅紀） 

5．青島市における家庭系廃棄物分別排出に関する政策研究 （（一財）日本環境衛生センター  小山

博則） 

6．貴陽市の家庭系廃棄物分別回収実験における住民の意識・行動と今後の政策選好（南山大学  

前田洋枝） 
 

G2 プラスチックリサイクルシステムの最適化                     

9 月 15 日（月） 第 2 会場  15:15 ～ 16:45 （リサイクルシステム技術研究部会） 

最適なリサイクルシステムは時代や環境条件により流動的だが、社会が許容できるコストとリスクの考

え方について関係者の合意を得ておけば、変動に対する機動的な対応の可能性が高まると言える。そこ

で、現時点での妥当なシステムをコストとリスクの面から具体化し、将来性を検討してみたい。 
 

プログラム（敬称略） 

1.  趣旨説明：吉岡 敏明（東北大） 

2.  自治体におけるプラ処理費用の最適化：境 公雄（大木町） 

3.  リサイクル事業者からみたプラスチックリサイクルの在り方：菅尾 俊介（広島リサイクルセンター） 

4.  技術から見たプラスチックリサイクルの在り方：加茂 徹（産総研） 

進め方： 

各テーマについて上記４名が 10～１5 分程度の話題提供を行い、引き続いて意見交換を行う。 

コーディネータ：東北大学・吉岡 敏明 
 

G3 バイオマス産業都市構想に向けた行政の取り組み 

9 月 15 日（月） 第 3 会場  15:15 ～ 16:45 （バイオマス系廃棄物研究部会） 

平成 25 年度より関係 7 府省（内閣府，総務省，文部科学省，農林水産省，経済産業省，国土交通省，

環境省）が共同で推進しているバイオマス産業都市について、今春、第二次選定地域として 8 地域を決

定し、全国で 16 地域が認定された。本企画セッションでは、選定された産業都市から、行政としてのバイ

オマス産業都市構想の位置づけ、申請の準備段階の状況や背景、期待される地域波及効果、実施体
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制、構想実現に向けた課題などをご紹介いただく。さらに、パネルディスカッションを通して、今後、この

構想へ申請を予定している地域に向けてのメッセージを発信していただく。 
 

プログラム 

1.  事例紹介 1 

2.  事例紹介 2 

3.  事例紹介 3 

4.  パネルディスカッション 
 

G4 熱・エネルギー供給と廃棄物処理施設（２） 

9 月 15 日（月） 第 4 会場  15:15 ～ 16:45 （廃棄物計画部会） 

「グリーンイノベーション時代を見据え、３Ｒの推進時に環境負荷と温室効果ガス削減、資源・熱エネル

ギー回収を実現する効率的な運営・コスト負担の在り方から、従来の枠組みを問い直し、新たな廃棄物計

画のあり方を提起できる活動」の活動方針に基づき、昨年から国民的緊急課題である日本の熱・エネルギ

ー確保に寄与するため、『熱・エネルギー供給と廃棄物処理施設』をテーマに部会活動を進めている。 

廃棄物処理施設を回収可能な熱・エネルギーを地域に供給する施設と位置付け、従来の枠組みを問い直

し新たな編集作業を廃棄物処理計画へ反映する作業として、昨年は、“立地”と“規模”について論議した。

今年は、その機能を十分果たすために、“対象廃棄物”の選択、分別はどうあるべきなのかを、これまで研

究を続けてこられたパネリストの皆様に意見発表、論議していただき、今後の日本のエネルギー確保、廃

棄物政策に役立てるものとする。 
 

プログラム（敬称略） 

司会進行：臼井 直人（エックス都市研究所） 

代表挨拶：中村 恵子（健康・環境デザイン研究所） 

コーディネータ：田中 勝（鳥取環境大学） 

１．「市町村一般廃棄物処理計画の分別対象廃棄物と資源化方法」」 （公社）全国都市清掃会議  

技術部長 荒井 喜久雄  

２．「製品プラスチック・容器包装プラスチックのリサイクルの動向」（一社）プラスチック循環利用協会 

調査研究部長 阪口 修  

３．「廃棄物処理施設の熱・エネルギー供給から見た分別のありかた」さいたま市 環境局施設部 

クリーンセンター大崎所長 三品 雅昭  

進め方： 

各テーマについてパネリストが１５分程度の意見発表を行い、引き続きテーマについてパネリストによ

る意見交換、及び会場との質疑応答を行う。 
 

G5 廃棄物処理法の現在 

9 月 15 日（月） 第 5 会場  15:15 ～ 16:45 （行政研究部会） 

 廃棄物処理法の位置づけが不明のまま毎年のように修正、加筆が繰り返えされ、最も実務的であるべ

き法が実は最もわかりにくいものになっている。法令に示されていないことは合法として次から次へと新し

いビジネス形態が出現し、規制が後追いになるのは現実には避けられない事態ではあるが、その結果、

法が求めるものがわからなくなるのは国民としても不幸なことである。市民生活に直結する廃棄物に関す

る法律を、規制側からではない様々な視点から検討して、現状とそこに含まれる問題点を探っていくことに

する。 
 

プログラム（敬称略） 

1. 産廃事業の視点から 北村 亨  (北村行政書士・産廃ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ総合事務所) 

2. 排出者の視点から 岡山 朋子 (大正大学) 

3. 地方中小自治体の視点から 栗島 英明 (芝浦工業大学) 

4. 廃棄物処理法改訂私案 藤波 博  (廃棄物 3R 研究財団) 

進め方： 

各テーマについてパネリストが 15 分程度の意見発表を行い、引き続き会場との質疑応答、意見交換

を行う。 

コーディネータ ： 溝入 茂 / 渡辺 浩平 
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G6 広島市の「ごみ非常事態宣言」，東京ごみ戦争などの経緯とその後 

9 月 16 日（月） 第 1 会場  10:45 ～ 12:15 （ごみ文化研究部会） 

広島市では、昭和 40 年代ごみ排出量が急増し既存の埋立処分場の埋立終了を控える中で、地元住

民の反対により新埋立処分場の計画が進まず、ごみが街に溢れる恐れが出てきた。広島市は昭和 50

年 7 月「ごみ非常事態宣言」を発し、ごみの減量化と分別収集の推進、ごみ処理施設建設時の十分な事

前の環境評価の実施など万全を期す決意を表明した。 

同市のごみ非常事態宣言に至る経緯、宣言後の取り組みとその後の状況など、緊急事態をどのよう

に克服したかに焦点を当て、東京都のごみ戦争などの時代背景なども交えながら議論を進め、危機管

理のあり方などについて考える。 

プログラム（敬称略） 

1. 挨拶及び基調講演 

 福岡大学教授 松藤 康司 

2. 広島市の「ごみ非常事態宣言」までの経緯と宣言に基づく取り組み，その後の状況 

 広島市環境局施設課 横町 厚司 

3. 東京都のごみ戦争をとおして当時の時代背景を見る。 

 ㈱ＪＦＥ，元東京都清掃局職員 小林 正自郎 

コーディネータ ： ㈱アクトリー，前（公財）廃棄物・３R 研究財団専務理事 八木 美雄 
 

G7 排出事業者に求められること  

－受入現場から見えてくる課題と対応－ 

9 月 16 日（月） 第 2 会場  10:45 ～ 12:15 （学術研究委員会） 

廃棄物処理業は、他業界に比べて事故の発生頻度が高く、安全確保の努力が続けられている。また

臭気対策や５S などの取組も更に強化し、透明性の高い業態に変わろうとしている。 

産業廃棄物処理業経営塾 OB 会では、廃棄物処理の委託を請け負った者の立場から、受入の現場で

発生している情報不足等の現状を踏まえて、安全と適正処理の確保の観点から問題提起し、その解決

方策等について排出事業者と議論し検討を行った。 

 本セッションでは、産業廃棄物処理現場で経験するヒヤリハットや事故事例、処理業の社会的な責

務の認知度の現状、有価物への偽装等の課題への対応について検討した結果を発表する。 

プログラム： 

 【産業廃棄物処理における労働安全等に係る課題】 

1. WDS は友達だ： 東日本Ａブロック 株式会社オガワエコノス 岡 弘 

2. 困っています！～ 受入物の実態！！～： 東日本Ｂブロック 株式会社都市環境エンジニアリング  

及川 拓史 

 【廃棄物処理を行う上での課題（情報発信・コミュニケーション等）】 

3. 処理業者が行う情報発信の在り方～あなたならどうしますか？：中部ブロック 加山興業株式会社  

河野 嗣寿 

4. 真の循環型社会形成に向けて：西日本ブロック 株式会社イボキン 村谷 厚治 

進め方： 

各テーマのワークショップリーダーから 10 分前後で研究発表をした後、5 分程度の質疑応答を設け

諸課題に関するディスカッションを行う。 
 

G8 若手による若手のための交流の場 

9 月 16 日（火） 第 5 会場  10:45 ～ 12:15 （若手の会） 

「若手の会」とは、正会員だけでなく学生会員も参加できる、若手のための集いです。学生、企業の若

手社員、若手の行政者、若手研究者など、どなたでも参加を歓迎しています。 

本セッションでは、「本年度の若手の会活動報告」と「みんなで考える廃棄物クイズ」の二つの企画を考

えております。昨年度からリニューアルしたクイズ企画、廃棄物に関するクイズをみんなで考え、答えを

導きだしながら廃棄物に関する知識を深めましょう。普段は接点が少ない他の大学・研究室だけでなく

行政や企業の若手の方と交流を持てる絶好の機会ですので、みなさま奮ってご参加ください。また、学

会初日(9/15)に国際交流として、韓国廃棄物学会の若手との意見交換会も予定しております。韓国の学

生や若手研究者と一緒に研究の話だけでなく、異文化交流してみませんか。  
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市民展示 （一般公開企画 ・ 無料） 

 環境に関わる主に広島の市民グループによる展示を行います。ポスター掲示のみの団体もありますが、時間

によっては説明人員が在席するブースもあります（在席予定はホームページおよび会場に掲示予定です）。  
○ 日 時：   9 月 15 日（月・祝） 10:45 ～ 18：15， 9 月 16 日（火） 9:00 ～ 16:15 
○ 場 所：   1F ロビー（エントランスホール） 

   ○ 展示団体  
 

 団体名    企画タイトル                  
3R・低炭素社会検定 第 7 回 3R・低炭素社会検定実施のお知らせ 

特定非営利活動法人 あいあいねっと 食品ロス削減と生活困窮者支援を同時に実

現するフードバンク活動に取り組もう 

エコ INN くろせ＜食具企画＞ 活動紹介 

EPO ちゅうごく EPO ちゅうごくは、人と人、そしてみんなの心

(想い)と環境活動をつなぎます。 

大崎上島 けんこう文化の島づくり協議会＜15 日発表＞ 活動紹介 

くい環境会議 活動紹介 

くれ環境市民の会＜15 日発表＞＜食具企画＞ 活動紹介 

NPO 法人 自然環境ネットワーク ＳＡＲＥＮ 自然海浜の海ゴミ 

しのうエコ推進会 活動紹介 

瀬戸内里海振興会 海岸漂着物活動 

大学環境ネットワーク協議会 UE-net 広島県域の環境について活動する学生等の

ネットワークによる取り組み 

脱温暖化笑コきたひろ 活動紹介 

脱温暖化センターひろしま 活動紹介 

脱温暖化ぬまくまフォーラム＜15 日発表＞＜食具企画＞ 活動紹介 

脱温暖化ネットおんど＜食具企画＞ 活動紹介 

脱温暖化プロジェクトせら 活動紹介 

地球温暖化対策 はつかいちさくら協議会＜食具企画＞ 活動紹介 

廃棄物資源循環学会消費者市民研究部会＜15 日発表＞＜食具企画＞ ①「Ｃ＆Ｇ」「循環とくらし」紹介、 

  ② 世界のごみ箱展、③ Ｗｅｌcome to 2R ! 

ＨＵＧ－ＹＯＵ ＨＵＧ－ＹＯＵ とは？？ 

広島県立広島国泰寺高等学校＜15 日発表＞ 水噴流を用いた水浄化の研究 

福山北部脱温暖化地域協議会＜食具企画＞ 活動紹介 

布野の食と脱温暖化を考える会 活動紹介 

能美脱温暖化未来会議 活動紹介 
 
● 関連実行委員企画１： ミニ発表会 【1F ロビー奥】 
 15 日の午後に、市民展示会場横に発表会場を設置し、希望する団体（上表中＜15 日発表＞と記載）それぞ

れが 5 分程度の発表と意見交換を行うミニ発表会を行います。団体以外からの話題提供として、5 名の先

生にも発表いただきます。発表順は以下の予定です。 
 

12：30- 話題提供： 愛媛大学 貴田晶子先生、京都大学 浅利美鈴先生、岡山アスエコ 中平徹也先生 

13：15- ５団体成果発表 

      廃棄物資源循環学会消費者市民研究部会 

      広島県立広島国泰寺高等学校（水噴流を用いた水浄化の研究） 

      くれ環境市民の会 

      脱温暖化ぬまくまフォーラム 

      大崎上島けんこう文化の島づくり協議会 

14：30- 話題提供： 京都府立大学 山川肇先生、学会編集事務局 鍛冶美行先生  
 

● 関連実行委員企画２： マイ食具(モググ)持参推進企画ＩＩ 
 マイ箸，マイカップ，マイボトルのいずれかを持参され、展示団体のうち協力団体

（上表中＜食具企画＞と記載）のブースに申し出られた研究発表会登録者には、各ブ

ース先着数名に 100 円相当のエコグッズを進呈いたします（お一人様、どこか一点

のブースのみでお願いします：研究発表会登録者のみ）。エコグッズの内容は各団体のブースで

ご確認頂くこととなります。 
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全国環境研協議会研究発表会 
 

地方環境研究所で構成される全国環境研協議会（全環研）と廃棄物資源循環学会の廃棄物試験・検査法

研究部会との共催による研究発表会です。全環研からは地方環境研究所が行っている廃棄物に関連した研

究発表を、廃棄物試験・検査法研究部会からは循環資材／再生製品と廃棄物の溶出特性化試験について情

報提供をいただき、お互いの意見交換を通じて廃棄物などに関する諸問題について考えます。 
 

○ 日  時 ： 9 月 16 日（火） 9:00 ～ 12:00 
○ 場  所 ： 10F 1006 号教室 
○ プログラム ： 1．廃棄物研究発表会 

  地方環境研究所による廃棄物関連の研究発表 
 2．情報交換会 

  廃棄物試験・検査法研究部会による情報提供 
  （循環資材／再生製品と廃棄物の溶出特性化試験） 

 
意 見 交 換 会 

○ 日時 ： 9 月 16 日（火） 18:00 ～ 20:00 
○ 場所 ： 2F リーフガーデン 
○ 参加費 ： 参加申込方法をご覧ください。事前申込割引をぜひご利用ください。 
○ 申込方法 ： 【事前申込】研究発表会専用ページからお申込みください。 

    ※事前申込後、不参加の場合でも参加費の返金はいたしません。 
    【当日申込】 2 日目（16 日（火））にのみ、開始時間まで受付にて申し込み頂けます。 
 

施 設 見 学 会 

 廃棄物資源循環分野の最新の制度や取組事例の知見を共有することを目的に行う施設見学会を、以下の 3
コースご用意いたしました。皆様のご参加をお待ちしております。 

○ 開催日  ：9 月 17 日（水） 
○ 集合・解散：場所は共に広島駅新幹線口（コースⅡのみ福山駅解散あり） 

○ 申込方法 ：研究発表会専用ホームページからお申込みください。 
  見学会参加には研究発表会への参加も必要です。 
○ 申込締切 ：８月２２日（金） ※先着順（締切日以降でも定員以下であれば以下の問合せ先にて受付けます

開催期間中は受付横で案内を掲示）   
○ 注意点 ：申込にあたってはセッションプログラムを十分ご確認の上、お申込みください。 
 参加者の都合によりキャンセルされる場合、参加費は返金いたしません。 
 道路状況などによっては解散時間が遅れる場合もありますので、余裕をお持ちください。 
○ 問合せ先 ：実行委員会 施設見学会企画担当 乗越 晃 norikosi＠cecnet.co.jp 
      ※開催期間中の緊急連絡事項がある場合は受付横の掲示板で行いますので、ご参照ください。 

○ コース ： 

Ⅰ 新規海面最終処分場およびＰＣＢ処理施設見学 

 一般財団法人広島県環境保全公社は、県西部地域から発生する廃棄物を適正に処理することにより、

生活環境の保全や県内産業の発展に貢献する施設として、平成 26 年 3 月に新規の海面最終処分場を

完成させ、6 月から受入を開始しています。この処分場は、主な施設には集塵機などを設置し、廃棄物の

受入から水中投入までを一貫して屋内で作業を行うことで大気中に廃棄物を飛散させない全国に例のな

い施設です。 

 ＰＣＢ処理施設は、中国電力株式会社が平成 13 年に施行された「ＰＣＢ特別措置法」を受け、自社で保

有する柱上変圧器を適切に無害化処理するために、平成 18 年～19 年に設置した施設です。柱上変圧器

リサイクルセンターは真空加熱分離法を用いて部材に付着している絶縁油を分離させたうえで部材をリサ

イクルしています。分離した絶縁油は絶縁油リサイクルセンターでアルカリ触媒分解法により無害化処理

したうえで、燃料としてリサイクルしています。 
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Ⅱ びんごエコタウン見学 

 福山市ごみ固形燃料工場は、家庭及び事業所から排出された可燃ごみ（一般廃棄物）を破砕・乾燥・選

別・圧縮成形し、ペレット状の固形燃料（ＲＤＦ）にします。製造工程を経て完成したＲＤＦは、隣接する福山

リサイクル発電所で処理されて電気エネルギーに変換しています。 

 エフピコは、スーパーマーケットやコンビニエンスストアなどで使われる簡易食品容器のトップメーカーで

す。1990 年より「トレーto トレー」の循環型リサイクルを構築し使用済みトレーをリサイクルしています。リ

サイクル製品である「エコトレー」は国内で使用されるトレーの 25%を占めるまで普及しています。現在では、

PET ボトルから透明容器に生まれ変わる「ボトル to トレー」のリサイクルも確立し循環型社会の構築に向

け進化を続けています。リサイクル工場では、回収されたトレーや透明容器を選別し、「エコトレー」の原料

となるペレットになるまでを見学していただけます。 
 

Ⅲ 下水汚泥燃料化施設およびごみ発電施設見学 

 広島市は、下水汚泥の有効利用による再生可能エネルギーの創出と温室効果ガスの削減を目的とし、

下水汚泥を炭化物として燃料化して生成した燃料化物を近隣の火力発電所で利用する事業を開始しまし

た。下水汚泥燃料化施設は西部水資源再生センター内にあり、燃料化施設の炭化炉の燃料には、再生

センター内で発生する消化ガスを積極的に活用すると同時に従来の汚泥焼却施設を廃止したことで、温

室効果ガスの大幅な削減を達成しています。本施設はわが国初となる低温炭化技術を採用しており、自

動燃焼装置により、ごみを完全燃焼できるように制御しています。さらに、電気集塵機や有害ガス除去装

置など公害防止設備を完備しています。 

 広島市安佐南工場は、大型ごみ破砕処理施設と焼却施設が設置されており、焼却施設は平成 25 年に

竣工した最新設備です。また、施設の配置及びデザイン等は、周辺環境との調和を図り、魅力的な施設と

なるように景観配慮がなされています。焼却炉は連続運転式ストーカー炉であり、ダイオキシン類をはじめ

とする有害物質の排出の低減に寄与する高度な排ガス処理技術が導入されています。また、ごみ焼却に

より発生した熱を利用した高効率発電など、資源循環型社会の形成に資する施設です。 
 

内  容 定 員 参加費

コースⅠ 【新規海面最終処分場及びＰＣＢ処理施設見学】 
 

 9：00 広島駅新幹線口集合 

①広島県環境保全公社 出島処分場 

〔新規海面最終処分場〕 

（昼食） 

②中国電力株式会社〔ＰＣＢ処理施設〕 

・絶縁油リサイクルセンター  

・柱上変圧器リサイクルセンター 

 17：00 広島駅新幹線口着 

30 名 2,000 円

コースⅡ 【びんごエコタウン見学-RDF 製造・発電施設及び食品容器リサイクル-】 
 

 8：00 広島駅新幹線口集合 

 ～ 鞆の浦～（休憩・昼食） 

①福山市ごみ固形燃料工場および福山リサイクル発電株式会社〔ＲＤＦ発電工場〕 

 ～ メガソーラー(車窓) ～ 

②エフピコ福山リサイクル工場〔トレー・透明容器リサイクル〕  

 16：30 福山駅着 

 18：30 広島駅新幹線口着 

40 名 
4,000 円

(昼食代 

500 円込み)

コースⅢ 【下水汚泥燃料化施設及びごみ発電施設見学】 
 

 9：00 広島駅新幹線口集合 

①広島市西部水資源再生センター〔下水汚泥の燃料化施設〕 

（昼食） 

②広島市安佐南工場〔ごみ発電施設〕 

 16：30 広島駅新幹線口着 

30 名 2,000 円
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ＰＣＢ処理施設 ～絶縁油リサイクルセンター／柱上変圧器リサイクルセンター 

びんごエコタウン ～ 福山市ごみ固形燃料工場および福山リサイクル発電株式会社 

びんごエコタウン ～ エフピコ福山リサイクル工場 

下水汚泥燃料化施設 ～ 広島市西部水資源再生センター 

ごみ発電施設 ～ 広島市安佐南工場 

新規海面最終処分場 ～ 出島処分場 

コースⅢ 

コースⅡ 

コースⅠ 

廃棄物投入台船
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タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル 
 

 
 

 
※スケジュールは変更になる場合もあります。

第25回研究発表会時間割

第 1 会場 第 2 会場 第 3 会場 第 4 会場 第 5 会場 第 6 会場 展示

5F 501 5F 503 5F 505 5F 506 7F 701 7F 704

（168名） （168名） （160名） （160名） （111名) (240名)

10:00-　受付 1F ロビー

10:45-12:00 10:45-12:00 10:45-12:15 10:45-12:15 10:45-11:45

A1 B1 B9 C1 D1

ごみ発生・排出抑制/

ごみフロー1

家電・パソコン等のリ

サイクル

バイオガス化・

水素発酵

焼却/熱分解 1 最終処分場の

構造・設計/

埋立地遮水

13:30-14:45 13:30-14:45 13:30-15:00 13:30-15:00 13:30-15:00 13:30-15:00

A2 B4 B10 C2 A3

ごみ発生・排出抑制/

ごみフロー2

プラスチックの

資源化

バイオマス資源/バイ

オ燃料

焼却/熱分解 2 廃棄物行政/有料化・

経済的手法

International Sy mposium

15:15-16:45 15:15-16:45 15:15-16:45 15:15-16:45 15:15-16:45 15:15-16:45

G1 G2 G3 G4 G5

熱・エネルギー供給と

廃棄物処理施設(2)

 (廃棄物計画部会)

廃棄物処理法の現在

(行政研究部会)

17：00-18：15 ポスター発表 (第1グループ：プログラム中に"Poster1"と表記) 10F 1005

International Hybrid Session (Poster)

9：00-10：15 9：00-10：30 9：00-10：30 9：00-10：15 9：00-10：15 9：00-10：15

A8 A5 B7 C6 E1 D2

ごみ文化・歴史 廃棄物管理・計画 有機性廃棄物の資源

化

熱処理における

放射性物質の挙動

廃石綿 埋立地早期安定化・跡

地利用/海面埋立

10:45-12:15 10:45-12:15 10:45-12:00 10:45-12:15 10:45-12:15 10:45-12:15

G6 G7 B5 C5 G8 D6

食品廃棄物・

生ごみの資源化

排ガス処理・監視/焼

却主灰・飛灰

若手による若手のため

の交流の場

(若手の会）

埋立地等における化学

物質・放射性物質の挙

動

13:30-14:45 13:30-14:30 13:30-14:45 13:30-14:45 13:30-14:45 13:30-14:45

A4 B2 B8 C3 E3 D3

住民意識・環境教育 自動車リサイクル 堆肥化・飼料化 ガス化溶融・灰溶融・

溶融スラグ

試験・検査法/

リスク管理・評価 埋立ガス・浸出水

15：00-16：15 ポスター発表 (第2グループ：プログラム中に"Poster2"と表記) 10F 1005

16：30-17：30 1F101（デネブホール）

18：00－20：00 意見交換会

9：00-10：30 9：30-10:15 (開始時間に注意) 9：00-10：30 9：00-10：15 9：00-10：15

A9 A7 B6 D4 E2

災害廃棄物

処理計画

海外調査 下水汚泥・家畜排せつ

物の資源化

最終処分場の

維持管理/

モニタリング

PCB・ダイオキシン・そ

の他有害廃棄物

10:45-12:15 10:45-12:00 10:45-12:15 10:45-12:00

A6 C4 B3 D5

LCA・低炭素社会 発電・熱利用 建設廃棄物・

副産物・無機性

廃棄物の資源化

不法投棄/土壌・地下

水汚染

　G： 企画セッション（研究部会企画)

　一般公開 ・ 無料

9

月

17

日

(水)

企

業

展

示

施

設

見

学

会

9

月

15

日

(月・

祝)

市

民

展

示

企

業

展

示

International Hy brid

Session

(Short oral)

9

月

16

日

(火)

市

民

展

示

企

業

展

示

広島市の「ごみ非常事

態宣言」、東京ごみ戦

争などの経緯とその後

(ごみ文化研究部会)

排出事業者に求めら

れること～受入現場か

ら見えてくる課題と対

応　(学術研究委員会)

特別プログラム （特別講演）

中国における都市廃棄

物の適正管理と循環

利用の促進

(物質フロー研究部会)

プラスチックリサイクル

の最適化  (リサイクル

システム・技術研究部

会)

バイオマス産業都市構

想に向けての行政の

取り組み  (バイオマス

系廃棄物研究部会)

1F ロビー

（エントラ ンス

ホール）

2F リーフガーデン

9/16（火）9:00-12:00  10F 1006

 全国環境研協議会 研究発表会：



- 25 - 

参 加 申 込 方 法 
 

 

参 加 費 
 

 
研究発表会参加費 意見交換会参加費 

事前申込 当日受付 事前申込 当日受付 

正会員 

シニア会員 

公益・賛助会員所属者 
8,000 円 10,000 円  4,000 円 5,000 円

学生会員 

個人市民会員 

登録団体市民会員 
4,000 円 5,000 円 2,000 円 2,500 円

非会員 12,000 円 15,000 円 5,000 円 6,000 円

 

事 前 申 込 方 法 

１． 研究発表会専用ページからお申込みください。 

・ 事前参加申込締切日は平成 26 年 8 月 22 日（金）です。 
・ 発表者であっても参加申込，参加費は必要です。 
・ 参加申込者氏名，メールアドレス，住所をご記入ください。参加証と電子版講演原稿閲覧用パスワードの

送付先となります。 
・ 同時に最大 5 名の同行者の申し込みができます。学会員の方は 9 桁の会員番号入力が必要です。 
・ 研究発表会，意見交換会，および施設見学会の申し込みができます。 
・ 当日は必ず参加証をご持参ください。 
・ 領収書は参加証に添付されています。別途領収書が必要な場合は、研究発表会当日に参加証・領収・ 

書をお持ちの上、総合受付までお越しください。 
 

２． 下記指定銀行口座に、合計金額を一括してお振込ください。 

・ 参加費の入金をもって申込完了となります。（注）お振込みは参加申込日から 2～3 日以内にお願いいたします。 
・ 入金を確認後、8 月下旬頃より参加証及び電子版講演原稿閲覧用パスワードを送付します。 

 
＜指 定 銀 行 口 座＞ 

銀 行 名：みずほ銀行 芝支店 (店番号：054) 

口 座 名：一般社団法人廃棄物資源循環学会研究発表会 

ｼﾔ）ﾊｲｷﾌﾞﾂｼｹﾞﾝｼﾞﾕﾝｶﾝｶﾞﾂｶｲｹﾝｷﾕｳﾊﾂﾋﾟﾖｳｶｲ 

口 座 番 号：普通 4196820 

振込締切日：平成 26 年 8 月 22 日（金） 
 

・お振込は必ず「参加申込番号」をご記入の上、参加申込者名でお願いします。 
・振込み手数料はご負担願います。 

 

【重要事項】 
※8 月 22 日（金）を過ぎてもお振込がない場合は、当日受付扱いとさせていただきます。 
※参加申込者名と振込人名が違う場合は「参加申込番号・参加申込者名」「振込日」「振込金額」「振込人名」を

事務局までお知らせください。（連絡先：jimu@jsmcwm.or.jp） 
※ご入金後のキャンセルにつきましては、 理由を問わず一切ご返金はいたしかねますのでご了承ください。 

 

当 日 申 込 に つ い て 
受付にて参加費をお支払いください。参加証と電子版講演原稿（閲覧用パスワード）をお渡しいたします。 
 

参 加 申 込 に 関 す る 問 合 せ 先 

廃棄物資源循環学会事務局  TEL：03-3769-5099 FAX：03-3769-1492 
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発 表 ガ イ ド ラ イ ン 
 
 

口 頭 発 表 
1.  発表ファイルの作成 

・ 一般口頭発表は、PowerPoint® 2010 を Windows パソコンで液晶プロジェクターで映写しての発表とします。 
・ ファイル名は「講演番号 演者の氏名．pptx」としてください。 （例： 「A1-1 廃棄物太郎．pptx」） 
・ PowerPoint® 2010 以前の形式で作成する場合は、アニメーションをできるだけ使わずに作成してください。フ

ァイルの容量は 10MB 程度に収まるようにしてください。 
2.  発表ファイルの受付 

・ 発表ファイルは、予めウィルスチェックを行った上で、USB メモリーに保存して会場に持参してください。 
・ ファイルは、下記の時間帯に、発表会場に準備したパソコンにインストールし、動作確認を行ってください。 

9 月 15 日  午前の発表者  10:15 ～ 10:35    午後の発表者  13:00 ～ 13:20 

9 月 16 日の発表者       8:30 ～ 8:50  

9 月 17 日の発表者       8:30 ～ 8:50  

・ PC にコピーされた発表ファイルは研究発表会終了後に実行委員会が責任を持って消去します。 
3.  発表 

・ 発表時間は 15 分間とし、発表 10 分間、質疑応答 5 分間を原則とします。 
・ 発表者自らがノートパソコンを操作し、発表を行ってください。 
・ 発表開始時刻に遅刻した場合は原則発表できません。時間を超過した場合は発表を打ち切られることがあ

ります。尚、原則として、発表者が発表予定時刻となっても不在の場合は講演中止としますが、以降の講演

は繰り上げることなく予定通り行います。 
 

ポ ス タ ー 発 表 ・ International Hybrid Session 

1. 発表ポスターの作成 
・ パネルとポスターのサイズは、右の「ポスターパネル例」を参考にして下さい。 
・ パネルの最上部タテ 10cm 部分には大きな文字で、講演番号，題目，所属，氏

名を明記してください。 
・ 実験サンプル等を持ち込むことは可とします。ただし、かさばるもの、電源を必

要とするもの、商品宣伝の意図を強く題した内容のものは不可とします。 
2. 発表ポスターの貼付と撤収 

・ ポスター発表の場所は 10 階 1005 号教室です。 
・ ポスター会場の受付にて発表者リボン、貼付用テープ（実行委員が用意する専

用のものをお使いください）を受け取り、貼付に際しての注意事項を確認して、

下記時間内に貼り付けてください。 
・ 以下の発表時間にはポスターの前で説明を行ってください。 

 
 

 

・ ポスターの撤収は以下の時間内に、発表者の責任でお願いします。残ったポスターは許可を得ず処分します。 

 
 

※International Hybrid Session は、口頭発表とポスターの掲示発表の両方を行います。口頭発表の発表時間

は 90 秒で質疑応答はありません。発表ファイルは事前に送付していただく予定です。その送付先、発表ガ

イドライン等は、ホームページ上でお知らせします。 

3. 優秀ポスター賞・国際ポスター賞について 

・ ポスター賞審査は学術研究委員が行い、6 件程度選出する予定です。International Hybrid Session は国際委

員会が審査し、国際ポスター賞を 3 件程度選出する予定です。貼付されていないものは審査対象外です。 
・ 結果は、2 日目のポスター発表終了後、「総合受付」横の掲示板と「ポスター会場」に掲示します。 
・ 優秀ポスター賞は、2 日目夜の意見交換会において審査結果の表彰を行いますので、受賞者（各発表から 1

名）は意見交換会にご招待（無料）いたします。賞に選ばれた方は１６日 17:00～17:45 に受付にお越し下さい。 
・ 学会終了後、受賞ポスターの PDF ファイルを学会 HP に掲載します。 

ポスターの貼付時間  9 月 15 日（月・祝）  12:00 ～ 16:30 

ポスターの撤収時間  9 月 16 日（火）    16:30 ～ 17:30 

Poster1 ＆ International Hybrid Session (Poster) 9 月 15 日（月・祝） 17：00 ～ 18：15 

Poster2 9 月 16 日（火）    15：00 ～ 16：15 
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実 行 委 員 
 

 

（氏名：五十音順, 敬称略） 

鳥取大学工学部 赤尾聡史 

吉備国際大学社会科学部 井勝久喜 

広島工業大学環境学部 今岡務 

サステナブル地域づくりセンター・HIROSHIMA 大西康史 

広島大学環境安全センター 大野正貴 

広島大学環境安全センター 奥田哲士 

広島工業大学生命学部 角川幸治 

㈱カンサイ 川本義勝 

広島工業大学環境学部 金凡性 

広島県環境県民局 久保田泰秀 

広島県立総合技術研究所西部工業技術センター 倉本恵治 

広島市立大学情報科学研究科 香田次郎 

県立広島大学生命環境学部 崎田省吾 

広島国際大学薬学部 杉原数美 

復建調査設計（株）環境部 高濱繁盛 

米子工業高等専門学校物質工学科 谷藤尚貴 

環境カウンセラー 友田加世 

㈱東和テクノロジー 友田啓二郎 

広島大学大学院工学研究院 中井智司 

山陽レック 中川明雄 

(公益財団法人)岡山県環境保全事業団 環境学習センター 中平徹也 

県立広島大学環境科学科 西村和之 

中電技術コンサルタント㈱臨海・都市部 乗越晃 

（NPO 法人）広島循環型社会推進機構 野田昭則 

山口大学工学部 樋口隆哉 

岡山大学廃棄物マネジメント研究センター 藤原健史 

高知大学教育研究部 藤原拓 

㈱ウエスコ環境計画事業部 宗村邦嗣 

愛媛大学農学部 山下正純 

広島国際学院大学工学部 渡邊真彦 
 

 
 
 

協 賛 団 体 
 

      団体名：口数別・五十音順 
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協 賛 団 体 
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会 場 へ の ア ク セ ス 
 

 

  
アクセス広域イメージ                    アクセス近郊イメージ  

  

  広島空港・岩国錦帯橋空港    

広島空港 ＝リムジンバス(2)番ホーム[広島空港線](広島駅新幹線口行)（約 45 分，1,340 円）＝＞ 広島駅新幹線口 

 広島駅新幹線口＝[JR 山陽本線](岩国行)(約 15 分，240 円)＝＞ 五日市駅 ⇒下記の交通手段参照 
岩国錦帯橋空港 ＝アクセスバス[岩国錦帯橋空港線](岩国駅前行)（約 12 分，150 円）＝＞岩国駅 

 岩国駅＝[JR 山陽本線](糸崎行)(約 35 分，運賃 500 円)＝＞ 五日市駅 ⇒下記の交通手段参照 
   ＪＲ五日市駅から  

 [専用バス] 南口＝学会専用バス(学会専用スケジュール－次ページ－で運行：無料)(約 10 分)＝＞ 「Nexus21 前」下車 
 [路線バス]  南口＝路線バス(http://www.hiroden.co.jp/bus/suburb/n_higashikannon.htm ：[広島電鉄]東観音台団地行：

160 円）＝＞ 「広島工大入口」下車＝＞ 徒歩(約 5 分) 
 [タクシー]  北口（or 南口）＝＞ タクシー(約 10 分，約 900 円：４名乗合わせでバスとほぼ同額) 

 [広島電鉄] 広電五日市駅＝[広島電鉄 宮島線](広電宮島口行)（約 3 分，120 円）＝＞ 「楽々園」下車 
 ＝＞ 徒歩(約 15 分：ホームページに「楽々園駅からの徒歩マップ」あり) 

※お車でのご来場はご遠慮ください。 
 

  
 周辺概略図                     キャンパスマップ（広島工大ホームページより） 

                                                   会場は Nexus21（講義棟） 
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【学会用運行バスの乗り場と運行時間】 
 

    
JR五日市駅南口            広島工業大学（Nexus21前） 

 

 
 

※道路状況や運営の都合で、運行時間が変わる場合もございますが、ご了承ください。 

※毎日運転しない便も多いのでご注意ください。 

※５０～７０名定員で、混雑しても増便出来ませんので、ご了承の上、時間に余裕を持ってお越し下さい。 

※学業期間中の広島工業大学運営の運行時間とは、多少異なりますので、ご注意ください。 

15 16 17 15 16 17

月 火 水 ＪＲ五日市駅 広島工業大学
月 火 水 広島工業大学 ＪＲ五日市駅

南口発 (Nexus21前)着 (Nexus21前)発 南口着

○ ○ 7:59 8:09 ○ ○ 9:10 9:25
○ ○ 8:10 8:20 ○ ○ ○ 9:25 9:40
○ ○ 8:25 8:40 ○ ○ ○ 9:40 9:55
○ ○ 8:40 8:55 ○ ○ ○ 10:00 10:15
○ ○ 8:55 9:10 ○ ○ ○ 10:10 10:25
○ ○ 9:10 9:25 ○ ○ ○ 10:45 11:00

○ ○ ○ 9:25 9:40 ○ ○ ○ 11:00 11:15
○ ○ ○ 9:40 9:55 ○ ○ ○ 12:25 12:40
○ ○ ○ 9:55 10:10 ○ ○ ○ 12:40 12:55
○ ○ ○ 10:15 10:30 ○ ○ 13:45 14:00
○ ○ ○ 10:25 10:40 ○ ○ ○ 14:05 14:20
○ ○ 11:00 11:15 ○ ○ 14:25 14:40
○ ○ 11:15 11:30 ○ ○ 14:50 15:05
○ ○ 11:40 11:55 ○ ○ 15:05 15:20
○ ○ 12:40 12:55 ○ ○ 15:20 15:35
○ ○ 12:55 13:15 ○ ○ 15:50 16:05
○ ○ 13:20 13:35 ○ ○ 16:05 16:20
○ ○ 13:40 13:55 ○ ○ 16:25 16:40
○ ○ 14:00 14:15 ○ ○ 16:45 17:00
○ ○ 14:20 14:35 ○ ○ 17:05 17:20
○ ○ 14:40 14:55 ○ ○ 17:15 17:30
○ ○ 15:05 15:20 ○ ○ 17:35 17:50
○ ○ 15:40 15:55 ○ ○ 17:45 18:00
○ ○ 16:40 16:55 ○ ○ 18:20 18:35
○ ○ 17:00 17:15 ○ ○ 18:50 19:05
○ ○ 17:30 17:45 ○ 19:20 19:35

○ 20:05 20:20
○ 20:35 20:50
○ 21:10 21:25

各日の運行

の有無
各日の運行

の有無
JR五日市駅南口→広島工業大学 広島工業大学→JR五日市駅南口
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会 場 案 内 図 
 

Nexus21（講義棟） 
 

  
 

↓↑ 階の移動はエレベーター（EV）または階段（中央付近）またはエスカレーター（ESL，左上）にて↓↑ 
 

（ ４Ｆに売店あり＜15、16 日に限定数のヘルシー弁当販売＞） 
 

 
（6Ｆには、口頭発表会場の機材不調に備えた予備会場を設けています） 

 
 

 
 

※指定の場所（ベンダーコーナー・ラウンジ・休憩スペース・食堂など）以外は発表会場や確認用の教室を含め飲食禁止です 

   703 

講演原稿 

・映写 

確認用教室 

休憩スペース 

食堂：15、16 日に 

 限定数で 2 種の 

  ランチ販売 

食堂（昼） 

デネブホール入口 １F ２F 

5F 

7F 

0000 10F 


